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『活動報告』舞立昇治  討議資料

2018.07.28　鳥取砂丘コナン空
港グランドオープン記念式典にて

2018.04.01　円形劇場くらよし
フィギュアミュージアム開館式にて

2018.08.09　伯耆国「大山開山
1300年祭」記念式典にて

2018.10.15　（官邸）国と地方（六
団体）の協議の場で司会進行

2018.06.26　サッカー外交推進
議員連盟主催によるサッカーロシア
ワールドカップ1次リーグ対戦国の
大使館関係者との記念試合

2018.06.08　参議院本会議で初の代表質問！

2018.10.04　第４次改造内閣で内閣府大臣政務
官（地方創生、防災、国土強靭化等）に就任！

平成30年7月西日本豪雨の被災地
を視察（鳥取県日南町・日野町・八頭
町・若桜町・智頭町、広島県、岡山県）

残念ですが、 来夏の参院選も鳥取・島根両県の合区が続きます。 山陰をはじめ、 地方と国の

発展に全力を尽くしますので、 引き続き御指導と御支援の程、 何卒よろしくお願い致します！
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い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

冒
頭
、今
冬
の
雪
害
に
始
ま
り
、島
根
県
西
部・長
野
県
北
部
地
震
、平
成
史
上
最

悪
と
言
わ
れ
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
や
9
月
の
台
風
21
号・24
号
災
害
、北
海
道
胆

振
東
部
地
震
等
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。相
次
ぐ
異
常
気
象
と
大
災
害
が
発
生
す
る
日
本
に
お
い
て
、各
地
域
に
お
け

る
災
害
対
策・国
土
強
靱
化
の
取
組
を一層
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

改
め
て
、本
年
の一大
行
事
で
あ
っ
た
9
月
の
自
民
党
総
裁
選（
7
日
告
示
。20
日

投
開
票
）で
は
、皆
様
か
ら
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
、お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。告
示
前
日
の
6
日
未
明
に
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
起
き
た
た
め
、総
裁
任
期（
9
月
末
）を
考
慮
す
る
と
、1
週
間
又
は
当

初
活
動
自
粛
の
３
日
間
程
度
の
延
期
が
適
当
と
思
い
ま
し
た
が
、予
定
ど
お
り
行

わ
れ
、有
効
投
票
総
数
８
０
７
、安
倍
候
補
が
５
５
３
票（
議
員
：
３
２
９
、党
員
：

２
２
４
）、石
破
候
補
が
２
５
４
票（
議
員
：
73
、党
員
：
１
８
１
）で
、安
倍
総
裁
の

３
選
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

自
民
党
の
総
裁
選
と
は
い
え
総
理
を
選
ぶ
選
挙
で
す
の
で
、個
人
的
に
は
経
済
や

社
会
保
障
、外
交
、地
方
創
生
、憲
法
改
正
等
の
将
来
展
望
や
具
体
策
な
ど
が
候
補

者
間
で
し
っ
か
り
議
論
で
き
、か
つ
、よ
り
多
く
の
国
民
が
身
近
に
視
聴
で
き
る
機
会

を
増
や
す
べ
き
と
思
い
ま
し
た
。今
回
、石
破
先
生
は
勇
気
と
真
心
を
も
って
政
治
姿

勢
や
政
策
を
語
ら
れ
、党
員
票
45
％
獲
得
な
ど
確
か
な
存
在
感
を
示
し
、次
に
繋
が

る
戦
い
が
で
き
ま
し
た
。引
き
続
き
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

さ
て
、平
成
25
年
の
初
当
選
後
、あ
っ
と
い
う
間
に
５
年
経
ち
ま
し
た
。当
時
、自
民

党
が
参
議
院
で
過
半
数
の
議
席
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
、ま
さ
か
Ｈ
27
年
の
法
改
正

で
４
県
２
合
区
が
導
入
さ
れ
、鳥
取
選
挙
区
が
鳥
取・島
根
選
挙
区
に
な
る
と
は
夢

に
も
思
わ
な
か
っ
た
ほ
か
、平
成
28
年
夏
の
選
挙
で
単
独
過
半
数
を
取
り
戻
し
て
臨

ん
だ
今
夏
の
改
革
で
さ
え
、憲
法
改
正
の
議
論
が
進
ま
ず
、選
挙
区
で
の
合
区
解
消

が
で
き
な
い
代
替
措
置
と
し
て
、最
終
的
に
は
法
改
正
に
よ
り
、比
例
区
で
実
質
的
に

各
県
最
低
１
名
以
上
の
議
員
を
確
保
す
る
次
善
の
策
し
か
講
じ
ら
れ
な
かっ
た
点
も

ま
た
し
か
り
で
す
。

こ
れ
ま
で
、合
区
解
消
に
係
る
論
点
整
理
や
解
消
案
の
提
示
、各
方
面
への
働
き
か

け
等
に
全
力
を
尽
く
し
た
も
の
の
実
現
で
き
ず
、非
常
に
悔
し
く
残
念
で
す
。地
方
六

団
体
を
は
じ
め
、合
区
解
消
に
ご
協
力
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
心
か
ら
お
詫
び
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
際
、今
夏
の
選
挙
制
度
改
革
に
つ
い
て
再
度
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ま
ず
１

年
以
上
前
か
ら
、参
議
院
議
長
の
下
に
全
会
派
が
構
成
員
と
な
る
改
革
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、参
議
院
改
革（
別
添
１
）や
選
挙
制
度
改
革（
別
添
２
）に
つ
い
て
議
論
し

て
き
た
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
議
院
改
革
で
は
、二
院
制
に
お
け
る
参
議
院
の
役
割
と
し
て
行
政
監
視
機
能
の

強
化
を
打
ち
出
し
、新
た
な
行
政
監
視
サ
イ
ク
ル
の
構
築
と
行
政
監
視
委
員
会
に
よ

る
通
年
的
な
活
動
を
旨
と
す
る
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。森
友・加
計
問
題

な
ど
行
政
の
様
々
な
不
祥
事
に
よ
り
、国
会
の
各
委
員
会
で
専
門
的
な
議
論
が
十
分

に
で
き
な
く
な
る
事
態
等
を
踏
ま
え
た
提
言
で
あ
り
、こ
の
実
現
に
は
一
定
の
定
数

増
も
や
む
を
得
な
い
と
、多
く
の
政
党
が
理
解
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
上
で
の
選
挙
制
度
改
革
の
内
容（
別
添
３
）で
す
が
、最
高
裁
の
指
摘
を
踏
ま

え
、憲
法
14
条
の
投
票
価
値
の
平
等
を
一
層
実
現
す
る
た
め
、埼
玉
県
の
選
挙
区
を

２
増
す
る
と
と
も
に
、法
改
正
で
の
合
区
解
消
は
政
党
間
の
合
意
形
成
が
困
難
を
極

め
た
た
め
、比
例
区
で
４
増
し
、各
党
が
導
入
の
有
無
を
自
由
に
選
択
で
き
る
一
部

拘
束
名
簿（
特
定
枠
）の
導
入
を
図
り
ま
し
た
。こ
の
点
、今
回
の
改
正
で
は
定
数
増

や
拘
束
名
簿
へ
の
批
判
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
の
で
、こ
の
場
を
借
り
て
詳
し
く

説
明
致
し
ま
す
。

ま
ず
、定
数
増
に
つ
い
て
、人
口
減
の
中
で
行
革
に
逆
行
す
る
等
の
批
判
が
あ
り
ま

す
が
、参
議
院
改
革
協
議
会
の
報
告
書
に
基
づ
き
、参
議
院
の
機
能
の
拡
大
と
連
動

し
た
増
員
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、先
の
敗
戦
後
人
口
が
５
千
万
人
以
上
増
加
す
る
中

で
、増
員
し
て
き
た
衆
議
院
と
は
異
な
り
、む
し
ろ
参
議
院
は
定
数
を
10
名
削
減
し

て
お
り
、今
回
６
増
し
て
も
戦
後
直
後
の
定
員
２
５
０
名
を
下
回
る
２
４
８
名
と
な

り
ま
す
。結
果
と
し
て
、衆
議
院
は
今
で
こ
そ
戦
後
直
後
の
４
６
６
名
が
４
６
５
名
に
、

参
議
院
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
、ま
た
、そ
も
そ
も
日
本
は
、国
際
的
に
人
口

当
た
り
の
国
会
議
員
数
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
等
も
ご
理
解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、定
数
増
に
係
る
予
算
は
、参
議
院
全
体
の
予
算
を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
適
切
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。

次
に
、比
例
区
で
の
拘
束
名
簿
導
入
に
対
し
、合
区
４
県
への
救
済
策
等
の
批
判
が

あ
り
ま
す
が
、人
口
少
数
県
の
声
を
無
視
す
る
よ
う
な
他
党
や
全
国
紙
の
主
張
を
聞

く
度
に
悲
し
く
な
り
ま
す
。合
区
の
根
本
的
解
消
に
必
要
な
憲
法
改
正
の
議
論
に
耳

を
傾
け
ず
、合
区
を
放
置
又
は
拡
大
す
る
法
改
正
案
を
平
然
と
提
出
す
る
政
党
に
、

本
気
で
地
方
を
守
り
地
方
創
生
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。あ
く
ま
で

拘
束
名
簿
使
用
の
有
無
は
各
党
の
判
断
で
す
。党
に
よって
は
、有
望
な
女
性
や
福
祉

関
係
者
等
を
拘
束
名
簿
で
当
選
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。自
民
党
と
し
て
は
、地

方
重
視
の
観
点
か
ら
、１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
平
等
で
合
理
的
な
都
道
府
県

の
行
政
単
位・民
意
を
最
大
限
尊
重
し
、４
県
２
合
区
で
選
挙
区
か
ら
出
馬
不
可
能

と
なっ
た
２
名
の
選
挙
区
候
補
を
、比
例
区
で
保
障（
そ
の
他
の
比
例
候
補
は
従
来
ど

お
り
非
拘
束
で
個
人
票
の
多
い
順
に
当
選
）す
る
こ
と
に
よ
り
、頑
張
って
選
挙
区
の

候
補
も
当
選
す
れ
ば
、合
区
と
な
っ
た
２
県
各
々
が
実
質
的
に
最
低
１
名
の
議
員
を

確
保
で
き
る
と
の
考
え
か
ら
拘
束
名
簿
を
使
う
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、ご
理
解

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
法
改
正
を
受
け
て
、合
区
対
象
県
で
は
、ど
ち
ら
の
県
が
選
挙
区
で
ど
ち
ら

の
県
が
比
例
区
に
回
る
か
の
調
整
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、鳥
取・島
根
で
は一任
を

受
け
た
石
破
茂
鳥
取
県
連
会
長
と
竹
下
亘
島
根
県
連
会
長
と
の
協
議
に
よ
り
、来
夏

（
Ｈ
31
）の
参
院
選
に
向
け
、鳥
取
の
私
は
選
挙
区
で
、島
根
の
島
田
先
生
は
比
例
区

で
臨
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。前
回
の
経
緯
な
ど
様
々
な
事
情
が
総
合
的
に
勘
案
さ

れ
た
結
果
で
す
の
で
、真
摯
に
受
け
止
め
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
上
は
、両
県
連
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、そ
し
て
、鳥
取・島
根
の
有
権
者
の
皆

様
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
ご
支
持
を
得
ら
れ
る
よ
う
、山
陰
を
は
じ
め
地
方
と
国
の

持
続
的
な
発
展
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、一
層
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、合
区
解
消
の
道
が
ど
こ
ま
で
続
く
か
不
透
明
で
す
が
、東
京
一
極
集
中
と

表
裏
一
体
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、本
気
で
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
に
も
、

も
っ
と
地
方
重
視
の
政
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
し
、そ
の
た
め
に
は
、む
し
ろ
、

国
政
で
地
方
の
声
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
、憲
法
改
正
等

に
よ
る
合
区
の
早
期
解
消
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

最
後
に
、平
成
30
年
10
月
の
第
４
次
改
造
内
閣
に
お
い
て
、私
は
内
閣
府
の
大
臣

政
務
官
を
拝
命
致
し
ま
し
た
。地
方
創
生
を
始
め
、地
方
分
権
、規
制
改
革
、男
女

共
同
参
画
、防
災
、国
土
強
靱
化
、サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
約
20
の
担
務
を
受

け
持
つ
こ
と
と
な
り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
が
、初
心
を
忘
れ
ず
、誠
心
誠
意

全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ご
挨
拶



Topics Topics

行政監視委員会の機能強化における申合せ

○調査項目の選定
調査項目の選定に当たっては、本会議報告・質疑にとどまらず、行政の組

織・運営上の課題、国民の関心の高い事項についても、幅広く考慮する。
また、調査項目選定後においても、理事会での協議により、柔軟な対応で

きるよう努める。
○委員長の割当

委員長割当についての取決めはしないが、小委員会が複数設置されれば、
小委員長ポストは、与野党で分担することにしたい。

○副大臣の活用
副大臣制度の趣旨にのっとって副大臣を活用しようとするものであり、大

臣の出席を排除するものではない。

（案）
参議院規則
第七十四条各常任委員会の委員の数及びその所管は、次のとおりとする。

十五 行政監視委員会 三十五人
１ 行政監視（これに基づく勧告を含む。第七十四条の五において同じ。）

に関する事項
２ 行政評価に関する事項
３ 行政に対する苦情に関する事項

第七十四条の五 行政監視委員会は、計画的、継続的かつ効果的な行政監視に
資するため、少なくとも毎年一回、その実施の状況等（勧告を行う必要があ
る場合には、その旨を含む。）を議院に報告するものとする。

※ 現行の第七十四条の五は第七十四条の六に移動させる。

参議院改革協議会
座 長 吉田 博美 （自民）
協議員 石井 準一 （自民）
同 岡田 直樹 （自民）
同 塚田 一郎 （自民）
同 石川 博崇 （公明）
同 西田 実仁 （公明）
同 榛葉 賀津也 （民主）
同 福山 哲郎 （立憲）
同 井上 哲士 （共産）
同 室井 邦彦 （維新）
同 青木 愛 （希会）
同 松沢 成文 （希党）
同 薬師寺みちよ（無ク）
同 糸数 慶子 （沖縄）
同 藤末 健三 （国声）

平成３０年６月１日
参議院議長 伊 達 忠 一 殿

参議院改革協議会座長 吉 田 博 美

参 議 院 改 革 協 議 会 報 告 書

本協議会は、「参議院の組織及び運営の改革に関する諸問題」について調査
検討を行い、「参議院における行政監視機能の強化」について結論を得たので、
別紙のとおり報告する。

参議院における行政監視機能の強化
－新たな行政監視サイクルの構築と行政監視委員会の通年的な活動－

参議院は、これまで取り組んできた決算審査の充実とともに、行政の適正な
執行を監視、監督することを活動の柱の一つとし、行政監視機能の強化に議院
全体として取り組む。このため、以下のとおり本会議を起点とした新たな行政
監視の年間サイクルを構築し、併せて参議院改革によって設置された行政監視
委員会の活動を一層充実させる。

１ 本会議での政府報告聴取、質疑
毎年、常会の本会議において「政策評価等の実施状況及びこれらの結果の

政策への反映状況に関する報告」等について、政府から報告を聴取し、これ
に対する質疑を行うものとする。

２ 行政監視委員会の通年的な活動
行政監視委員会は、１の本会議報告及び質疑等を踏まえ、調査項目を選定

し、計画的かつ継続的に行政監視を行うものとする。その際、継続調査の手
続を経て閉会中も活動するとともに、省庁別の調査の実施、小委員会の設置、
副大臣の活用などの方策も検討する。なお、参議院ホームページ上に苦情窓
口を開設し、国民から寄せられる苦情も調査の端緒として活用する。

行政監視委員会は、行政監視の実施の状況を翌年の常会の本会議において
報告するものとする。

また、より充実した調査を行うため、行政監視委員会の委員数の増員を行
うものとする。

３ 適正な行政の執行を実現するための改善勧告
２の行政監視委員会の報告に基づき、必要に応じて、本会議において適正

な行政の執行を実現するための改善勧告を行うものとし、政府に対し、当該
勧告の結果講じた措置についての報告を求めるものとする。

４ スタッフの充実・強化等
以上の実施に当たり、行政監視委員会の活動を支えるスタッフの育成、外

部人材の活用も含めた充実・強化についても、所要の措置を講ずる。

5 4
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（別添２）
参議院改革協議会選挙制度に関する専門委員会報告書（骨子）

　選挙制度に関する議論は、参議院の在り方に関する議論を踏まえて行うべきとの根強い意見もあ
る一方で、参議院改革協議会において協議が進められていることから、同協議会の行方も見ながら、
本専門委員会では、同協議会から委嘱された選挙制度の改革について精力的に議論を進めることと
なった。

1. 参議院の在り方との関係に関する議論

　現行定数を基本とする、定数削減を行う、状況によっては定数増加の議論も排除すべきでないと
の意見のほか、参議院の在り方なども踏まえ総合的に判断すべきとの意見もあった。また、選挙区と
比例代表の二本立てとする場合の定数については、比例代表から選挙区へ移譲することに否定的な
意見と、その割合の見直しも含めた検討も必要であるとの意見があった。

4. 議員定数の在り方に関する議論

⑴投票価値の平等に対する視点

　投票価値の平等は選挙制度を
考える上で最も重要な基準であ
るとの意見がある一方で、一定
の政治的まとまりを有する単位
である都道府県の意義や実体、
有権者と候補者のアクセスなど
の要素も考慮すべきとの意見も
あった。

⑵一票の較差の許容範囲

　一票の較差については更なる
是正が必要とする意見のほか、
平成２８年通常選挙（当日有権者
数に基づく最大較差３．０８倍）に
係る定数訴訟について最高裁が
合憲と判断したことを踏まえるべ
きとの意見もあった。

⑶その他の視点

　「投票価値の平等」が累次の最
高裁判決で「議員の選出におけ
る各選挙人の投票の有する影響
力の平等」と説明されていること
を踏まえ、その意味を再考すべ
きとの意見があった。

2. 一票の較差に関する議論

⑴選挙区及び比例代表の二本立てとする場合

⑶ブロック選挙区の範囲

★比例代表
ブロック単位とするとの意見
はなく、現行のような全国を
区域とする比例代表の制度
とすることについて特段の異
論は挙がらなかった。

★ 選挙区選挙
①全ての都道府県から少な

くとも１名の議員が選出さ
れる都道府県選挙区

②一部合区を含む都道府県
選挙区

③ブロック選挙区の３案が挙
げられた。

⑵選挙区及び比例代表の二本立てとしない場合

　選挙制度の枠組みとして挙げられたのは、
総議員についてブロック選挙区において選挙
を行う仕組みのみであった。
　その場合における投票方法については、大
選挙区制（個人名投票）と非拘束名簿式比例
代表制の２案があった。

　ブロック選挙区を採用する場合、その範囲については、衆議院比例代表と同じ１１
ブロックとするとの意見がある一方、衆議院とは異なるブロックにすることも考え得
るとの意見もあった。

3. 選挙制度の枠組みに関する議論

　参議院改革協議会選挙制度に関する専門委員会は、協議会座長から調査検討の委嘱を受けた「参
議院選挙制度の改革」について、平成２９年５月１２日から平成３０年４月２７日までの間、１７回にわたり
協議を行った。その議論を整理すると次のとおりとなる。

⑴選挙区及び比例代表の二本立てとする場合

⑵選挙区及び比例代表の二本立てとしない場合 ⑶ブロック選挙区の範囲

※制限連記制、累積投票制について
　連記制は、有権者が複数名の候補者に投票することを可能とする仕組みであり、改選定数と同数の候補者に投票
できる「完全連記制」と、改選定数未満の定められた数の候補者に投票できる「制限連記制」の２種類があるが、いず
れも異なる候補者名を連記することとなる。これに対し「累積投票制」は、同一候補者名の連記が可能とされている。

※奇数配当区のイメージ
 ア  イ  ウ

改選定数
平成○年
通常選挙

３年後の
通常選挙

Ａ県 4 4
Ｂ県 4 3
⋮ ⋮ ⋮
Ｃ県 1 2
⋮ ⋮ ⋮
Ｄ県 1 1
計 73 73

改選定数
平成○年
通常選挙

３年後の
通常選挙

Ａ県 9 ―
Ｂ県 ― 7
⋮ ⋮ ⋮
Ｃ県 ― 3
⋮ ⋮ ⋮
Ｄ県 1 ―
計 73 73

改選定数
平成○年
通常選挙

３年後の
通常選挙

Ａ県 5 4
Ｂ県 3 4
⋮ ⋮ ⋮
Ｃ県 2 1
⋮ ⋮ ⋮
Ｄ県 ― 1
計 73 73

議論となった選挙制度の枠組み

大選挙区制
（個人名投票）

非拘束名簿式
比例代表制

総議員について
ブロック選挙区

衆議院比例代表と
同じ１１ブロック

二本立てと
する場合

衆議院比例代表と
は異なるブロック

二本立てと
しない場合

全
国
比
例

①全ての都道府県から少な
くとも１名の議員が選出
される都道府県選挙区

（ⅰ）偶数配当とす
る方法

参議院創設以来の考え方に基づき
偶数配当・人口比例を基本として配分

全ての選挙区に同数の定数を配分

連記制
導入

ア各選挙区の定数は最低２名
とし、全選挙区３年ごとに
選挙を行う

イ各選挙区の定数は最低１名
とし、全選挙区６年ごとに
選挙を行う

ウ各選挙区の定数は最低１名
とし、定数１の選挙区のみ６
年ごとに選挙を行う

制限連記制

累積投票制

（ⅱ）奇数配当を可
能とする方法

人口に比例して
配分

都道府県数を考慮
して配分

③ブロック選挙区

選
挙
区
選
挙

＋
②一部合区を含む都道府県
選挙区

※他に方策がなければ合区もや
むを得ないとの意見はあった
が、2県合区の対象都道府県
を増加させることには否定的
な意見が多かった。
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参議院議員選挙制度に関する公職選挙法改正案の概要 
 
第１ 参議院選挙区選挙における較差の縮小 
 参議院選挙区選出議員の定数を 148 人（現行 146 人）とした上で、埼玉県選挙区の改選定数を
４人（現行３人）とする。 
 ※ 最大較差は福井県と宮城県の間の 2.985 倍に縮小（平成 27 年国勢調査日本国民人口） 

 
第２ 参議院比例代表選挙における定数の増加と特定枠制度の導入 
１ 定数の増加 
 参議院比例代表選出議員の定数を 100 人（現行 96 人）とする。 
２ 特定枠制度の導入 
参議院比例代表選挙について、候補者の顔の見える、国民が当選者を決定する選挙とする観点

から導入された非拘束名簿式を基本的に維持しつつ、全国的な支持基盤を有するとはいえない
が国政上有為な人材あるいは民意を媒介する政党がその役割を果たす上で必要な人材が当選し
やすくなるよう、次のような特定枠制度を導入する。 
 
 
◯優先的に当選人となるべき候補者

の区分記載 
政党その他の政治団体（政党等）は、

候補者とする者のうちの一部の者に
ついて、優先的に当選人となるべき候
補者として、その氏名及びそれらの者
の間における当選人となるべき順位
をその他の候補者とする者の氏名と
区分して名簿に記載することができ
る（特定枠）。 

 
 
◯特定枠に記載されている候補者の有効投票 

特定枠に記載されている候補者の有効投票は、政党等の有効投票とみなす。 
 
◯特定枠に記載されている候補者の選挙運動 

特定枠に記載されている候補者には、参議院名簿登載者個人としての選挙運動
(選挙事務所、自動車、ビラ、ポスター、個人演説会等)を認めない。 

 
◯投票所の掲示 

特定枠の候補者の氏名及び順位は、特定枠以外の候補者と区分して、特定枠以
外の候補者の次に掲載する。 

 

◯候補者の間における当選順位 

特定枠の候補者があるときは、 

・特定枠に記載されている候補者を上位

とし（名簿記載の順位のとおりに当選

人とする）、 

・その他の名簿登載者についてその得票

数の最も多い者から順次に定める。 

 
※ 公布後３月を経過した日から施行し、施行日以後に期日が公示される参議院議員の通常選

挙については改正後の公職選挙法を適用。 
 

【名簿のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

優先的に当選人となるべき候補者 

第１位 候補者Ｘ 

第２位 候補者Ｙ 

： 

第１位 候補者Ｘ 

第２位 候補者Ｙ 

   ： 

 

第χ+1 位 候補者Ｂ 

第χ+2 位 候補者Ａ 

：       

特定枠記載者を
名簿記載の順位
のとおりに当選
人とする 

特定枠以外の者
について得票数
の最も多い順 

【当選順位のイメージ】（特定枠χ 人） 

候補者Ａ 

候補者Ｂ 

： 

                                             

参議院選挙制度改革に関する「公職選挙法改正」のポイント 
 

【今回の公職選挙法改正の背景】 

 ■「鳥取・島根」、「徳島・高知」４県２合区が導入された平成２７年改正公選法の「附則」や、

この改正法を合憲とした平成２９年最高裁判決の趣旨を踏まえて一票の較差を是正する必要

があった。 

  ■直近の平成２７年国勢調査日本人人口で最大較差は、３．０７倍（埼玉県と福井県）。福井

県が人口減少傾向、埼玉県は人口増加傾向が続いており、このままで放置しておけば較差が拡

大するおそれ。  

■地方６団体の合区解消に関する決議、現時点で３５の県議会で採択された意見書などによ

り、都道府県単位の地方の声を届けることが強く求められた。 

 

※平成２７年改正公選法附則～「次回参議院議員の通常選挙に向けて、参議院の在り方を踏

まえて、選挙区間における議員一人あたりの人口の較差の是正

等を考慮しつつ選挙制度の抜本的な見直しについて引き続き

検討を行い、必ず結論を得る」 

※平成２９年最高裁合憲判決～２７年改正附則の較差是正及び大きな較差を生じさせない

との配慮を評価 

  

【憲法改正による合区解消案】 

 ■現憲法（１４条 法の下の平等）のもとで単純に合区を解消すれば最大較差は４倍台（４．

１８７倍）に逆戻りとなり、再び違憲状態判決となるおそれがある。このため自民党憲法改正

推進本部では憲法改正の重点四項目の一つとして、憲法４７条、９２条の改正条文イメージ

（たたき台）を取りまとめた。 

 

 ※ 改正条文イメージ（たたき台）  下線部（新設） 

第４７条 

   第１項 両議院の議員の選挙について、選挙区を設けるときは、人口を基本とし、行政区

画、地域的な一体性、地勢等を総合的に勘案して、選挙区及び各選挙区において選

挙すべき議員の数を定めるものとする。参議院議員の全部又は一部の選挙につい

て、広域の地方公共団体のそれぞれの区域を選挙区とする場合には、改選ごとに各

選挙区において少なくとも一人を選挙すべきものとすることができる。 

第２項  前項に定めるもののほか、選挙区、投票の方法その他両議院の議員の選挙に関す

る事項は、法律でこれを定める。 

第９２条 地方公共団体は、基礎的な地方公共団体及びこれを包括する広域の地方公共団体

とすることを基本とし、その種類並びに組織及び運営に関する事項は、地方自治の

本旨に基づいて、法律でこれを定める。 

 

 ■この改正条文イメージを参議院憲法審査会で各派各党に提示したが、一部野党の強い抵抗

で、憲法審査会の開会自体が妨げられ、議論が深まらなかった。 

 

【公選法改正案提出までの経緯】 

■改選法附則に「次回通常選挙に向けて…必ず結論を得る。」とあることや合区への地方の不

公平感、不満が強いことから、参議院改革協議会の下に選挙制度専門委員会（全会派）を設置

し、丁寧な議論が重ねられたが、意見の隔たりが大きい（比例・選挙区の二本立てか否か、ブ

ロック制か都道府県ごとか等々）。 

ただ、その中でも、二県合区は問題が多いという会派がほとんどで、定数の増員も避けて通れ

ないという意見の会派も複数あった。 

9 8
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■こうした選挙制度専門委員会での議論も踏まえて自民党案が作成され、親会である参議院

改革協議会に示された。 

■附則の趣旨を踏まえれば、選挙が来年に迫る中、次回選挙までは、ひとまず憲法改正による

合区の解消を見送り、責任ある態度として、今国会中に法律改正を行う必要があった。 

 
【公選法改正の趣旨】 

 選挙区 

■選挙区において、合区を増やすことなく選挙区の最大較差を抑止するために、選挙区定数

２増し（１４８人に）埼玉選挙区に配分（８人、改選時４人に）。 

→最大較差の拡大を抑制（宮城県・福井県２．９８５倍 平成２７年国勢調査日本人人口ベー

ス）。埼玉県とは異なり、宮城県、福井県とも人口は既にピークを過ぎていることから、最大

較差が当面大きく拡大していくとは予想しがたい（→今後、定数増で較差是正を図る必要は

ない。今回の６増が定数増の上限である。）。 

  

比例 特定枠 

■比例において、全国的な支持基盤や知名度を

有しないなど多数の票は獲得できないが、地方

の声を国政に反映させるために有為な人材、現

代社会において様々な意味での少数意見や多様

性を代表する人材などが当選し易くなる拘束式

の「特定枠」を一部導入する。 

 特定枠にどのような人材を何名登載するの

か、特定枠を活用するか否かも含めて政党の自

由に委ねられている。特定枠は、非拘束式の現行

の制度を補完する形で、比例名簿の一部につい

て導入するものである。比例候補のほとんどを

特定枠にするのは極端な例であり、法の趣旨に

合致しているとは言い難く、少なくとも自民党は一部限定的に特定枠を用いる方針である。 

■現状２つの２県合区があることなどを踏まえ、かつ現状の非拘束式比例代表への影響を限

定的にするため、比例定数を４増（１００人）。 

 

特定枠の有効投票等 

■特定枠に記載されている候補者の有効投票は、政党等の有効投票とみなす（特定枠への投

票は政党への投票の意味しか持たないので、名簿順位に影響を与えるものではない。そのよ

うな前提であるから、特定枠名簿順位と特定枠に記載されている候補者の有効投票との比較

は、意味を持たない。）。 

 ■特定枠に記載されている候補者には、参議院名簿登載者個人としての選挙運動(選挙事務所、

自動車、ビラ、ポスター、個人演説会等)を認めない（衆議院比例単独候補も同様に個人とし

ての選挙運動を認められていない。）。 

 ■特定枠の候補者の氏名及び順位は、特定枠以外の候補者と明確に区分して、特定枠以外の候

補者の次に掲載する。 

■特定枠の一部導入に際しては、有権者が混乱しないように選挙管理委員会などが周知に努

める。 

 

定数増 

■選挙区２増、比例４増により総定数は２４８人となるが、参議院創設時の２５０人より２

例：特定枠一部導入の場合の当選者決定の仕組み 

特定枠以外   Ａ氏  80 万票○当 

(候補者名投票）   Ｂ氏  60 万票○当 
                       …  

       Ｃ氏  15 万票○当 

       Ｄ氏 10 万票 

 

特定枠  １位 Ｅ氏  5 万票○当 

    ２位 Ｆ氏   3 万票○当 

 

政党名票       700 万票 

政党名票＋候補者名投票  1030 万票 

 （５人当選） 

 

 

 

 

特定枠に
記載され
ている 
候補者名
の投票は
政党への
有効投票
とみなし、
政党名票
に含まれ
る。 
 

                                             

人少なく、極力抑えたものとした（現在の人口は参議院創設時より１．６倍、衆議院は昭和４

２年１９人増、５０年２０人増と人口増加時に増やし、その後定数減で現在４６５人と創設

時から１人減）。 

■自民、公明、民主（当時）の三党合意（平成２４年１１月１６日）は「衆議院議員の定数削

減については、選挙制度の抜本的な見直しについて検討を行い、次期通常国会終了までに結

論を得た上で必要な法改正を行うもの」とされ、参議院の定数に言及していない。 

■県議会でも、三重県では定数６増条例（４５→５１）、熊本県では定数１増条例（４８→４

９）を可決。同じ県内でも人口偏在が進み、地域間格差が広がる中で、地域の代表を確保する

上で、人口比例のみで一律に削減することが望ましいかどうかについては議論がある。 

 

各党に中立的な選挙制度 

■今回の改正は自民党を利するものではない。 

・特定枠の活用は政党の自由に委ねられており、自民党の都合で自民党を利する制度とい

う批判はまったく的外れである。各党も自らの判断で、二県合区のうち候補者を出せない県

の出身者等を特定枠に登載することも自由である。 

・前回、前々回の選挙結果では、埼玉選挙区の次点は前回共産、前々回民主、比例区の次

点、次々点は、前回は維新、自民、前々回は自民、みんなの党であり、定数増が自民の議席

増につながる制度設計になっているわけではない。 

 

経費節減 

■定数増に伴う経費（１人７３百万円）については参議院全体の経費の削減（例えばペーパー

レス化の推進）に努め、国民に新たな負担をお願いしないという方針で臨む。自民、公明ＰＴ

で議員に関係する共通経費などを絞り込む検討を進めていくとともに、参議院の各会派とも

協議していく。 

 

【改正案への評価等】 

 ■全国知事会会長、全国知事会総合戦略・政権評価特別委員会委員長の連名で、「各都道府県

の代表が選出されない事態が回避できる」旨の声明を発表しており、前向きに評価されている。 

 

【参議院の機能強化について】 

■今回の選挙制度改革の前提として、参議院独自の使命・役割についても超党派で議論され、

参議院改革協議会で全会一致した行政監視機能の充実強化を図ることが決まった。行政は１

年中動いており、参議院の行政監視機能を開会中だけでなく閉会中にも機能させ（通年化）、

政府や省庁に緊張感を与えていく。これは衆議院にはない参議院独自の体制となり、今回の

定数増は行政監視機能等の充実強化にも資することとなる。 

 

【究極は憲法改正】 

 ■今回の改正は、地方の声、多様な声を国政に反映させるという参議院の在り方を踏まえ、一

票の較差を是正していることから、次の選挙に向けた一つの「抜本的な見直し」に当たると考

えている。 

 ■一方、合区を解消し、全ての都道府県から少なくとも１名の参議院議員が選出できるように

するためには、憲法４７条、９２条を改正する憲法改正が不可欠であり、引き続き、憲法審査

会等での議論を活発化させていく。 

 ■この憲法改正により各都道府県から改選ごとに少なくとも１名の参議院議員を選出する憲

法上の要請が新たに加われば、投票価値の平等を求める憲法１４条の要請を尊重しながら憲

法改正とセットで行われる公選法改正は合憲となるよう調整することができる。 
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舞立昇治の
主な質問の機会

平成30年1月22日～7月22日
第１96回通常国会

参
議
院
農
林
水
産
委
員
会

平
成
30
年
３
月
20
日

　
◦
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
に

よ
り
影
響
を
受
け
る
農
林
水
産
業
の
国
内

対
策
を
万
全
に
か
つ
継
続
し
て
実
施
す
る

必
要
性

　
◦
国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃

止
さ
れ
た
こ
と
へ
の
農
業
者
の
不
安
や
懸

念
に
対
す
る
大
臣
の
見
解

　
◦
主
要
農
作
物
種
子
法
廃
止
法
案
に
対
す
る
本

委
員
会
附
帯
決
議
へ
の
対
応
状
況

　
◦
市
町
村
の
実
施
体
制
の
確
立
や
適
切
な
森
林

管
理
の
実
現
な
ど
新
た
な
森
林
経
営
管
理

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
諸
懸
念
へ
の
対
応
策

　
◦
現
場
の
意
見
を
踏
ま
え
た
水
産
改
革
と
水
産

日
本
の
復
活
に
向
け
た
予
算
確
保
の
必
要

性

2018.02.03　第19回智頭宿雪まつり（智頭町）

産
額
は
九
兆
円
台
に
、
そ
し
て
農
業
所
得
も
約

四
兆
円
弱
ま
で
回
復
し
、
輸
出
も
増
え
る
な
ど
、

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き
て
は
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

と
も
す
る
と
、
現
場
か
ら
は
ま
だ
ま
だ
理
解
さ
れ

て
い
な
い
声
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農

業
関
係
者
が
入
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
規
制
改
革
推
進
会
議
主
導
で

農
政
改
革
が
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
、

必
要
な
い
又
は
必
要
以
上
に
改
革
を
や
ら
さ
れ
て

い
る
印
象
が
強
い
、は
た
ま
た
、産
業
政
策
に
偏
っ

て
お
り
、
特
に
国
土
の
七
割
以
上
を
占
め
る
中
山

間
地
域
の
農
業
を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
の
支
援
、

つ
ま
り
地
域
政
策
が
十
分
で
は
な
い
と
い
っ
た
御

意
見
も
少
な
か
ら
ず
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

2018.02.04　伯耆地区郵便局長会・同夫人会通常総会懇
親会（米子市）

農
政
に
お
き
ま
し
て
は
産
業
政
策
と
地
域
政

策
は
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
基
礎
と
応
用

と
も
言
わ
れ
ま
す
。
地
域
政
策
の
基
礎
が
し
っ
か

り
し
て
い
な
け
れ
ば
、
全
国
津
々
浦
々
、
農
村
社

会
は
維
持
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
し
、
産
業
政
策

質
問（
舞
立
）

一
問
目
で
す
が
、
ま
ず
、
農
政
の
基
本
方
針

と
い
う
こ
と
で
、
農
業
は
国
の
基
で
あ
り
、
国
民

の
生
命
を
つ
な
ぐ
、
守
る
産
業
と
し
て
非
常
に
重

要
な
産
業
で
す
。
日
本
は
人
口
減
少
局
面
で
す
が
、

世
界
の
人
口
が
七
十
億
人
を
超
え
、
百
億
人
に
向

け
て
増
え
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、
い
か

に
自
分
の
国
の
食
料
は
自
分
の
国
で
賄
う
よ
う
に

す
る
か
は
国
政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、

も
っ
と
食
料
安
全
保
障
の
観
点
を
前
面
に
出
し
て

国
民
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
地
産
地
消
、
地

消
地
産
へ
の
取
組
に
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
私
と

し
て
は
食
料
自
給
率
、
自
給
力
の
向
上
に
真
正
面

か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

現
在
は
、
一
昔
前
に
比
べ
て
農
業
生
産
額
な

り
農
業
所
得
が
大
き
く
減
少
す
る
中
で
、
基
幹
的

農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
も
六
十
六
歳
を
超
え
、

耕
作
放
棄
地
は
こ
の
二
十
年
で
約
二
倍
に
増
え
る

一
方
で
、
深
刻
な
人
手
不
足
に
陥
る
な
ど
、
持
続

可
能
性
が
怪
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
の
で
、

農
政
の
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
平
成
二
十
四
年
末

の
第
二
次
安
倍
政
権
発
足
以
降
、
活
力
創
造
プ
ラ

ン
に
よ
り
、
農
地
バ
ン
ク
と
か
日
本
型
直
接
支
払

制
度
の
創
設
の
ほ
か
、
米
政
策
や
土
地
改
良
、
農

地
制
度
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
輸
出
の
促
進
、
農

協・農
業
委
員
会
改
革
等
々
、こ
れ
ま
で
ハ
イ
ペ
ー

ス
で
改
革
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
改
革
の

方
向
性
自
体
は
間
違
っ
て
い
な
い
と
は
思
い
ま
す

し
、
農
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
も
必

要
な
改
革
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
現
在
、
食
料
自
給
率
が
上
昇
す
る

気
配
が
見
え
て
こ
な
い
な
ど
様
々
な
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
こ
の
五
年
間
で
農
業
生

2018.06.13　公職選挙法改正案（議員立法）の提出者として答弁



17 16

も
面
的
な
広
が
り
に
は
繋
が
っ
て
い
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

中
長
期
的
に
農
業
の
持
続
可
能
性
を
高
め
て

い
く
上
で
、
今
後
の
農
政
に
お
い
て
は
、
現
在
、

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
産
業
と
し
て
成
り
立

つ
農
政
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
具
体

的
施
策
に
は
こ
こ
で
あ
え
て
触
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
特
に
中
山
間
地
域
の
農
村
社
会
を
維
持
し
活

力
を
取
り
戻
す
た
め
の
地
域
政
策
を
積
極
的
に
講

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
大
臣
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。

2018.02.10　因幡地区郵便局長会・同夫人会懇親会
（鳥取市）

答
弁（
齋
藤
農
林
水
産
大
臣
）

我
が
国
の
農
業
は
、
今
、
人
口
減
少
に
伴
う

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
や
農
業
者
の
減
少
、
高
齢
化

の
進
行
な
ど
に
よ
り
ま
し
て
大
き
な
曲
が
り
角
に

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
我
が
国
の
農
業
に
活

力
を
取
り
戻
し
、
魅
力
あ
る
成
長
産
業
に
し
て
い

く
こ
と
は
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
安
倍
内
閣
に
お
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
米
政
策
改
革
、
農
地
集
積

バ
ン
ク
に
よ
る
農
地
集
積
、
六
十
年
ぶ
り
の
農
協

改
革
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
促
進
、
生
産

資
材
価
格
の
引
下
げ
や
流
通
加
工
構
造
の
改
革
な

ど
、
農
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
農
業
を
産
業
と
し
て
強
く

す
る
た
め
の
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。同

時
に
、
農
村
に
活
力
を
取
り
戻
す
た
め
の

施
策
も
積
極
的
に
講
じ
て
お
り
ま
し
て
、
地
域
の

農
業
者
が
取
り
組
む
共
同
活
動
へ
の
支
援
な
ど
を

行
う
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
、
御
指
摘
の

中
山
間
地
域
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
色
を
生
か

し
た
多
様
な
取
組
を
総
合
的
、
優
先
的
に
支
援
す

る
中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
創
設
、

農
泊
を
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
実
施
す
る
地
域
を

創
出
す
る
た
め
の
支
援
、
鳥
獣
被
害
対
策
や
安
全

で
良
質
な
ジ
ビ
エ
利
活
用
の
推
進
な
ど
、
多
様
な

施
策
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
車
の
両
輪
と

し
て
総
合
的
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
ま
し

て
、
強
く
て
豊
か
な
農
業
と
美
し
く
活
力
あ
る
農

村
を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。質

問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
、
現
場

や
地
元
で
、
平
場
で
は
明
る
い
話
題
も
多
く
聞
け

る
よ
う
な
状
況
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

な
か
な
か
や
は
り
中
山
間
地
域
は
厳
し
い
と
い
う

声
が
圧
倒
的
に
多
く
て
、
例
え
ば
島
根
県
の
あ
る

町
で
は
、
町
が
出
資
し
て
農
業
公
社
み
た
い
な
の

を
作
り
、
そ
こ
で
農
業
者
を
雇
っ
て
中
山
間
地
域

の
農
地
集
積
に
あ
た
っ
て
い
る
と
か
、
様
々
な

ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ま

た
地
域
政
策
の
充
実
に
つ
い
て
も
御
配
慮
頂
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

2018.02.17　米子福生大凧揚げ大会10周年記念祝賀会
（米子市）

続
き
ま
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

の
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
の
大
筋
合

意
や
先
般
の
署
名
の
ほ
か
、
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

交
渉
妥
結
を
受
け
、
ま
だ
ま
だ
現
場
に
は
不
安
が

根
強
く
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
に
お
き
ま
し
て
、

冷
凍
牛
肉
を
め
ぐ
る
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の
見
直
し
問

題
の
ほ
か
、
二
国
間
Ｅ
Ｐ
Ａ
な
り
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
復
帰
の
検
討
に
伴
う
再
交
渉
の
懸
念
等
々
、
不

安
は
尽
き
な
い
こ
と
に
加
え
、
さ
ら
に
、
今
後
も

他
の
諸
外
国
と
経
済
連
携
協
定
を
締
結
す
る
機
会

も
多
く
予
想
さ
れ
る
中
で
、
全
体
と
し
て
は
日
本

の
経
済
成
長
に
は
寄
与
す
る
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
の
陰
で
農
林
水
産
業
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

を
受
け
る
ば
か
り
だ
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
政
府
の
影
響
額
の
試
算
結

果
は
楽
観
的
で
は
な
い
か
と
か
、
あ
る
い
は
、
や

が
て
国
内
で
の
再
生
産
可
能
と
の
説
明
は
も
た
な

く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
さ
ら
に
は
食
料
自

給
率
、
自
給
力
は
下
が
る
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
か
と

い
っ
た
懸
念
の
声
も
多
く
聞
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
不
安
や
懸
念
を
抱
い
て
い
る
農
林

漁
業
者
に
寄
り
添
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
政
府
の

一
方
的
な
判
断
で
今
や
っ
て
い
る
対
策
を
打
ち
切

る
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、
与
野
党
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
聞
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
現
場
関
係

者
か
ら
も
う
大
丈
夫
だ
よ
と
声
が
上
が
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
間
は
万
全
の
国
内
対
策
を
継
続
し
て

実
施
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
大
臣
の
所
見
と
決

意
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁（
齋
藤
農
林
水
産
大
臣
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
お
き
ま

し
て
は
、
農
林
水
産
分
野
に
つ
い
て
、
重
要
五
品

目
を
中
心
に
関
税
撤
廃
の
例
外
を
し
っ
か
り
確
保

し
、
関
税
割
当
て
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
等
の
措
置
を

獲
得
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、

国
内
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
七
年
十

月
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
大
筋
合
意
に
よ
り
ま
し
て
我

が
国
農
林
水
産
業
は
新
た
な
国
際
環
境
に
入
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
政
策

大
綱
に
基
づ
き
ま
し
て
こ
う
し
た
国
際
環
境
に
対

処
で
き
る
よ
う
、
平
成
二
十
七
年
度
及
び
平
成

二
十
八
年
度
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
国
際
競
争

力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
体
質
強
化
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
昨
年
七
月
に
は
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
が
大
枠
合
意
に
達
し
、
昨
年
十
一
月
に
は
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
協
定
が
大
筋
合
意
し
た
こ
と
か
ら
、
大

綱
を
改
訂
し
必
要
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

こ
の
中
で
、
体
質
強
化
策
は
で
き
る
だ
け
早

く
実
を
上
げ
て
い
く
た
め
、
平
成
二
十
九
年
度
補

正
予
算
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対

策
に
つ
い
て
所
要
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
国

産
チ
ー
ズ
の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
の
原
料
乳
の

低
コ
ス
ト
、
高
品
質
化
、
製
造
コ
ス
ト
の
低
減
等

の
推
進
、
構
造
用
集
成
材
等
の
木
材
製
品
の
競
争

力
を
高
め
る
た
め
の
加
工
施
設
の
効
率
化
、
原
木

供
給
の
低
コ
ス
ト
化
等
の
推
進
な
ど
の
対
策
を
新

た
に
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
協
定
発
効
後
の
経
営
安
定
対
策
と
し

ま
し
て
は
、
牛
・
豚
マ
ル
キ
ン
の
補
填
率
の
引
上

げ
、
糖
価
調
整
法
に
基
づ
く
加
糖
調
製
品
を
調
整

金
の
対
象
に
追
加
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
農
林
漁
業
者
の
方
々
の
不
安
や

懸
念
に
も
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て
、
新
し
い
国

際
環
境
の
下
で
も
安
心
し
て
再
生
産
で
き
る
よ
う

十
分
な
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

2018.03.04　若桜鉄道観光列車「昭和」出発式典（若桜町）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
色
々
と
工
夫
し

な
が
ら
何
と
か
国
益
を
確
保
し
て
頂
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
頂
い
て
い
る
の
は
理
解
し
ま
す
け
れ
ど

も
、
や
は
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
で
九
百
億
円
か
ら

千
五
百
億
円
、
そ
し
て
日
Ｅ
Ｕ
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は

六
百
億
か
ら
千
百
億
円
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
試
算
も
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
て
、
農
林
水
産

業
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
く
の
は
事
実
と
い
う
状
況

を
受
け
止
め
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
ま
た
万
全
の

対
策
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
米
政
策
に
関
し
て
で
す
が
、
本
年
は
、

米
の
生
産
調
整
に
関
し
て
国
主
導
か
ら
産
地
主
導

で
の
調
整
に
変
わ
る
ほ
か
、
戸
別
所
得
補
償
の
廃

止
な
ど
、
米
政
策
転
換
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

年
で
し
て
、
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

私
も
質
問
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今

日
は
、
米
の
大
専
門
家
、
山
田
俊
男
先
生
が
し
っ

か
り
こ
の
問
題
、
集
中
し
て
取
り
組
む
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
多
く
は
山
田
俊
男
先
生
に
譲
る
と

い
た
し
ま
し
て
、
私
か
ら
は
、
米
政
策
に
関
連
し

て
、
昨
年
、
種
子
法
を
廃
止
し
た
わ
け
で
す
け
れ

ど
も
、
当
時
の
国
会
質
疑
で
は
不
安
や
懸
念
の
声

が
多
く
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
当
農
林
水
産
委
員
会
で
も
四
項
目

に
わ
た
り
附
帯
決
議
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

都
道
府
県
が
種
子
の
供
給
業
務
を
行
う
上
で
の
必

要
な
予
算
・
地
方
財
政
措
置
の
確
保
な
ど
、
そ
の

後
、
附
帯
決
議
へ
の
対
応
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁（
柄
澤
政
策
統
括
官
）

た
だ
い
ま
御
指
摘
ご
ざ
い
ま
し
た
平
成

二
十
九
年
四
月
十
三
日
の
当
参
議
院
農
林
水
産
委

員
会
に
お
け
ま
す
附
帯
決
議
に
つ
き
ま
し
て
は
、

政
府
と
し
て
重
く
受
け
止
め
、
し
っ
か
り
と
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

附
帯
決
議
に
お
き
ま
し
て
は
、
種
子
法
の
廃

止
後
も
、
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
に
つ
き
ま

し
て
四
点
決
議
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
一
点

目
と
し
ま
し
て
、
優
良
な
品
質
の
流
通
を
確
保
す

る
た
め
、
種
苗
法
に
基
づ
き
生
産
等
に
つ
い
て
の

適
切
な
基
準
を
定
め
る
こ
と
、
二
点
目
と
し
ま
し

て
、
都
道
府
県
の
取
組
が
後
退
し
な
い
よ
う
地
方

交
付
税
措
置
を
引
き
続
き
確
保
す
る
こ
と
、
三
点

目
と
し
ま
し
て
、
民
間
事
業
者
と
国
、
都
道
府
県

と
の
連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
外
に
流
出

す
る
こ
と
な
く
適
正
な
価
格
で
国
内
で
生
産
さ
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
四
点
目
と
し
ま
し
て
、
需
要
に

応
じ
た
多
様
な
種
子
の
生
産
を
確
保
し
、
特
定
の

事
業
者
に
よ
る
種
子
の
独
占
に
よ
っ
て
弊
害
が
生

じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
、
以
上
四
点

に
つ
い
て
御
決
議
を
い
た
だ
い
た
も
の
と
承
知
し

て
お
り
ま
す
。

以
下
、
順
次
農
林
水
産
省
と
し
て
の
対
応
を

申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
種
子
に
関

す
る
一
般
法
で
ご
ざ
い
ま
す
種
苗
法
の
告
示
で
あ

り
ま
す
指
定
種
苗
の
生
産
等
に
関
す
る
基
準
に
、

平
成
二
十
九
年
十
月
二
日
付
け
で
稲
、
麦
類
及
び

大
豆
の
種
子
の
生
産
等
に
関
す
る
基
準
を
追
加
し

た
上
で
、
農
研
機
構
及
び
都
道
府
県
が
適
切
に
制

度
の
運
用
を
行
え
る
よ
う
周
知
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

二
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
都
道
府
県
が
行

う
稲
、
麦
類
及
び
大
豆
の
種
子
供
給
の
事
務
に
要

す
る
経
費
に
つ
き
ま
し
て
引
き
続
き
地
方
交
付
税

措
置
が
な
さ
れ
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
本
年
一
月

二
十
六
日
付
け
で
各
都
道
府
県
に
周
知
し
た
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
各
都
道
府
県
の
種
子
供

給
業
務
が
継
続
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
承
知
を
し

て
お
り
ま
す
。

三
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
官
民
の
連
携
や

競
争
力
強
化
を
進
め
る
に
当
た
り
ま
し
て
国
益
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
共
同
研
究
契
約
等
に

つ
き
ま
し
て
本
年
一
月
十
日
付
け
で
農
研
機
構
及

び
都
道
府
県
等
に
通
知
し
て
周
知
を
し
た
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

四
点
目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
競
争
力
強

化
支
援
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
官
民
を
挙

げ
た
種
子
、
種
苗
の
開
発
、
供
給
体
制
を
構
築
す

る
た
め
に
必
要
な
取
組
等
に
つ
き
ま
し
て
、
本
年

一
月
十
日
付
け
で
関
係
者
に
対
し
て
周
知
徹
底
し

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

2018.03.10　県道鳥取空港賀露線開通式（鳥取市）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ
た
ま
に
こ

う
い
っ
た
種
子
法
廃
止
へ
の
不
安
の
声
を
聞
く
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
適
切
に
対
応
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し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
政
府
が
掲
げ
る
攻
め
の
農
林

水
産
業
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
る
輸
出
促
進
に

つ
い
て
、
平
成
三
十
一
年
の
輸
出
額
一
兆
円
目
標

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
達
成
に
つ
き
ま
し

て
は
、
年
々
増
え
て
は
い
る
も
の
の
、
直
近
の
伸

び
率
等
を
勘
案
す
る
と
、
正
直
な
か
な
か
達
成
が

難
し
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
農
林
水
産
物
や
食
品
の
輸
出
拡
大

に
向
け
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取
組
を
強
化
し
て
い

く
の
か
伺
う
と
と
も
に
、
韓
国
始
め
諸
外
国
に
よ

る
原
発
事
故
に
伴
う
輸
入
規
制
の
撤
廃
の
ほ
か
、

中
国
へ
の
米
の
輸
出
に
関
す
る
指
定
登
録
施
設
の

追
加
、
牛
肉
以
外
の
畜
産
物
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
へ
の

輸
出
解
禁
等
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

2018.03.18　第６回オール山陰アームレスリング選手権
大会（倉吉市）

答
弁（
上
月
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
）

我
が
国
の
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
額
は
、

平
成
二
十
九
年
に
八
千
七
十
三
億
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
五
年
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
御
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
よ
う
に
、
平
成
三
十
一
年
の
一
兆
円
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
今
後
更
に
拡
大
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
認
識

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
輸

出
を
拡
大
し
て
い
き
ま
す
た
め
に
、
農
林
水
産
業

の
輸
出
力
強
化
戦
略
等
に
沿
い
ま
し
て
、
ま
ず
、

Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
や
品
目
別
輸
出
団
体
等
に
よ
り
ま

す
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
へ
の
支
援
、
そ
し
て
、

国
内
の
農
林
漁
業
者
、
食
品
事
業
者
の
販
路
開
拓

の
た
め
の
相
談
体
制
の
強
化
や
商
談
会
へ
の
出
展

等
へ
の
支
援
、
そ
し
て
集
出
荷
拠
点
や
加
工
施
設

等
の
輸
出
拠
点
施
設
の
整
備
、
そ
し
て
輸
出
先
国

ま
た
地
域
の
輸
入
規
制
の
撤
廃
、
緩
和
に
向
け
ま

し
た
交
渉
な
ど
、
政
府
が
主
体
的
に
行
い
ま
す
輸

出
環
境
の
整
備
、
こ
う
い
っ
た
様
々
な
多
様
な
取

組
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
政
府
が
主
体
的
に
行
い
ま
す
輸

出
環
境
の
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、
御
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
ま
ず

放
射
性
物
質
に
関
し
ま
す
輸
入
規
制
に
つ
き
ま
し

て
は
、
撤
廃
、
緩
和
に
向
け
ま
し
た
取
組
を
こ
れ

ま
で
鋭
意
進
め
て
き
ま
し
た
結
果
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
直
後
に
規
制
を
導
入

し
た
五
十
四
か
国
・
地
域
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に

半
数
に
当
た
り
ま
す
二
十
七
か
国
が
規
制
を
撤
廃

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
般
、
韓
国
に
よ

り
ま
す
日
本
産
水
産
物
等
の
輸
入
規
制
に
係
り
ま

す
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
パ
ネ
ル
報
告
書
が
公
表
さ
れ
た
こ
と

も
踏
ま
え
ま
し
て
、
韓
国
と
同
様
に
、
日
本
産
食

品
の
輸
入
規
制
措
置
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
国
、

地
域
に
対
し
ま
し
て
、
撤
廃
、
緩
和
に
向
け
ま
し

て
一
層
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
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ま
た
、
中
国
向
け
の
精
米
輸
出
に
つ
き
ま
し

て
は
、
既
に
指
定
登
録
さ
れ
て
お
り
ま
す
精
米
工

場
及
び
薫
蒸
倉
庫
の
能
力
を
十
分
に
活
用
し
ま
す

ほ
か
、
新
た
な
精
米
工
場
等
の
追
加
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
追
加
指

定
、
登
録
に
向
け
ま
し
て
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
提

出
い
た
し
ま
し
て
、
様
々
な
機
会
を
捉
え
ま
し
て

中
国
側
と
今
鋭
意
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
三
番
目
に
な
り
ま
す
が
、
牛
肉
以

外
の
日
本
産
畜
産
物
、
豚
肉
、
鶏
肉
、
鶏
卵
等
々

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
の
Ｅ
Ｕ
向
け
輸
出
を
可
能

と
す
る
た
め
に
は
、
日
本
が
Ｅ
Ｕ
の
第
三
国
リ
ス

ト
に
掲
載
さ
れ
る
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
質
問
票
へ
の
回
答
に
加
え
ま
し
て
、
残

留
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
の
承
認
、
そ
れ
か
ら

現
地
調
査
の
実
施
、
そ
れ
か
ら
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
で

の
協
議
と
い
っ
た
手
続
が
必
要
と
な
っ
て
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
十
月
に
、
Ｅ
Ｕ
側
に
よ
り
ま
す
現
地

調
査
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、

現
地
調
査
報
告
書
の
完
成
に
向
け
ま
し
て
Ｅ
Ｕ
が

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
、
早
期
に
輸
出
が
可
能
と
な
り
ま
す
よ

う
に
鋭
意
手
続
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
各
地
の
事
業
者
の
皆
様
方
も
様
々
に

積
極
的
な
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

て
、
事
業
者
の
輸
出
の
積
極
的
な
取
組
を
促
進
し

て
い
き
ま
す
観
点
か
ら
、
輸
出
優
良
事
業
者
の
表

彰
と
い
う
の
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
、

農
林
水
産
大
臣
賞
を
全
農
の
鳥
取
県
本
部
さ
ん
が

受
賞
い
た
だ
き
ま
し
た
。
品
目
別
の
輸
出
団
体
に

よ
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
二
十
世
紀
梨
を
台
湾
、
香
港
等
に
輸
出
す

る
取
組
を
通
じ
ま
し
て
生
産
者
の
所
得
向
上
に
寄

与
し
て
き
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
、
更
に
積
極
的
に
取
組

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

上
月
政
務
官
、
と
い
い
ま
す
か
私
の
総
務
省

の
先
輩
に
忖
度
と
い
う
言
葉
は
使
い
ま
せ
ん
が
、

地
元
の
優
良
事
業
者
表
彰
、
Ｊ
Ａ
全
農
鳥
取
の
事

例
に
触
れ
て
頂
き
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
地
元
も

元
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
今
後
と

も
御
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
非
関
税
障
壁
の
撤
廃
等
に
向
け
て
は
し
っ
か
り

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
先
端
技
術
の
活
用
な
り
外
国

人
労
働
力
の
活
用
の
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
今
全
て
の
都
道
府
県
で
有
効
求
人
倍
率
が
一

を
超
え
る
中
、
農
業
の
現
場
で
も
人
手
不
足
が
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
特
に
中
山
間
、
過
疎
地
域
で

は
高
齢
農
家
が
多
く
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

い
つ
や
め
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
の
中
で
、
農

地
バ
ン
ク
に
よ
る
集
積
、
集
約
を
行
お
う
に
も
な

か
な
か
条
件
が
悪
く
、
担
い
手
が
思
う
よ
う
に
確

保
で
き
ず
、
遊
休
化
す
る
農
地
が
今
後
一
層
増
え

て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
た
め
、
生
産
性
向
上
や
担
い
手
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
も
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
導
入

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
先
端
技
術
の
活
用
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
や
は
り
日
本
人
だ
け
の
労
働
力
で
は
限
界

が
あ
る
と
こ
ろ
を
、
移
民
政
策
と
は
き
っ
ち
り
区

別
し
た
上
で
、
使
い
勝
手
が
悪
い
と
言
わ
れ
る
外

国
人
技
能
実
習
制
度
や
ご
く
ご
く
一
部
し
か
認
め

ら
れ
な
い
国
家
戦
略
特
区
の
仕
組
み
に
加
え
、
よ

り
使
い
勝
手
の
い
い
形
で
外
国
人
労
働
力
を
農
林

水
産
業
の
現
場
で
活
用
で
き
る
全
国
的
な
制
度
を

早
期
に
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
対
し
農
水
省
と
し
て
ど
の

よ
う
に
対
応
さ
れ
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁（
上
月
農
林
水
産
大
臣
政
務
官
）

農
村
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
農
業
就
業
者

の
減
少
や
高
齢
化
等
が
大
変
進
行
し
て
お
り
ま
し

て
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
担
い
手
の
生
産
性
向
上
や
負
担
軽
減

を
図
り
ま
す
と
と
も
に
、
収
穫
等
の
作
業
の
ピ
ー

ク
時
や
規
模
拡
大
等
に
対
応
し
ま
す
た
め
、
外
国

人
材
を
含
め
た
労
働
力
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

担
い
手
の
生
産
性
向
上
や
負
担
軽
減
を
図
る

観
点
か
ら
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
先

端
技
術
の
活
用
に
向
け
た
例
え
ば
中
山
間
地
域
で

活
用
で
き
る
技
術
と
い
た
し
ま
し
て
、
多
く
の
人

手
を
要
し
ま
す
除
草
作
業
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
あ
る

い
は
水
田
の
自
動
水
管
理
技
術
、
あ
る
い
は
ド

ロ
ー
ン
や
セ
ン
サ
ー
等
を
活
用
し
た
鳥
獣
害
の
対

策
技
術
な
ど
、
現
場
の
課
題
に
応
え
た
新
た
な
技

術
の
開
発
や
導
入
実
証
等
を
鋭
意
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
労
働
力
確
保
の
観
点
か
ら
は
、
昨
年
、

農
業
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
外
国
人
材
を
労
働
力

と
し
て
受
け
入
れ
ま
す
国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業

支
援
外
国
人
受
入
事
業
が
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
ま
し
て
、
総
理
か
ら
新

た
な
外
国
人
材
の
受
入
れ
に
関
し
ま
す
御
指
示
が

出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
局
長
級
に
よ
り
ま

す
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
で
の
議
論
が
開
始
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

農
林
水
産
省
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
検

討
に
も
積
極
的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
、
今
年
の

骨
太
の
方
針
で
何
ら
か
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
農
水
省
も
関
与
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
林
業
、
木
材
産
業
の
関
係
に

移
り
ま
す
。
昨
年
末
の
政
府
・
与
党
の
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
、
内
容
的
に
百
点
と
は
言
え
な
い

も
の
の
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
森
林
環
境
税
の

創
設
が
決
ま
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
森
林
整
備
に
係

る
財
源
は
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
段
階
的
に
増
え
、

平
年
ベ
ー
ス
で
約
六
百
億
の
財
源
の
め
ど
が
付
い

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
は
別
に
、
森
林
整

備
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
国
際
間
の
約
束
、
国
の

責
任
と
し
て
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
適
切
に
進

め
る
上
で
は
、
当
初
予
算
の
段
階
で
は
毎
年
約

一
千
億
円
足
り
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ

り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
大
臣
始
め
政
務
三
役
、

そ
し
て
林
野
庁
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

税
が
創
設
さ
れ
た
と
は
い
え
、
財
政
当
局
と
の
予

算
折
衝
に
当
た
り
今
後
も
必
要
額
の
確
保
に
万
全

を
期
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
こ
で
質
問
に
移
り
ま
す
が
、
今
回
の
森
林

環
境
税
の
創
設
と
関
連
い
た
し
ま
し
て
、
今
国
会

に
は
新
規
の
森
林
経
営
管
理
法
案
と
、
農
林
漁
業

信
用
基
金
法
の
一
部
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

法
案
に
対
し
て
は
、
小
規
模
な
町
村
が
多
い

中
で
市
町
村
主
体
の
実
施
体
制
で
大
丈
夫
な
の
か
、

あ
る
い
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
森
林
経
営
者
に

森
林
管
理
を
集
約
し
て
い
く
こ
と
で
小
規
模
な
事

業
体
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、

は
た
ま
た
、
そ
も
そ
も
共
有
者
の
所
在
が
不
明
な

場
合
は
と
も
か
く
、
所
在
の
分
か
る
共
有
者
全
員

の
同
意
が
な
け
れ
ば
委
託
を
受
け
て
経
営
管
理
で

き
な
い
と
な
る
と
、
な
か
な
か
円
滑
に
進
ま
ず
、

適
切
に
整
備
や
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
森
林
が
こ

れ
ま
で
同
様
に
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
い
っ
た
様
々
な
懸
念
も
あ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
こ
う
し
た
懸
念
に
対
し
て
林
野
庁
と
し
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。答

弁（
沖
林
野
庁
長
官
）

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
森

林
所
有
者
自
ら
経
営
管
理
で
き
な
い
森
林
の
う
ち
、

経
済
ベ
ー
ス
に
乗
る
森
林
に
つ
い
て
は
そ
の
経
営

管
理
権
限
を
市
町
村
を
介
し
て
意
欲
と
能
力
の
あ

る
林
業
経
営
者
に
集
積
、
集
約
化
す
る
と
と
も
に
、

経
済
ベ
ー
ス
に
乗
ら
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
市
町

村
が
公
的
に
管
理
す
る
と
い
う
仕
組
み
と
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

市
町
村
に
は
、
地
域
の
森
林
の
経
営
管
理
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
実
施
体
制
の
整
備
が
重

要
な
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
市
町
村
が
林
業
技

術
者
を
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
雇
用
す

る
取
組
へ
の
支
援
、
森
林
経
営
管
理
法
案
に
お
い

て
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
市
町
村
の
事
務
の
代
替

執
行
が
で
き
る
制
度
の
導
入
な
ど
、
必
要
な
体
制

2018.04.07　吉岡温泉会館一乃湯落成式
（鳥取市）

2018.04.08　平成30年度　安来節保存
会互楽会優勝大会（日吉津村）
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整
備
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

2018.04.08　法勝寺一式飾り（南部町）

ま
た
、
経
営
管
理
の
委
託
を
受
け
る
林
業
経

営
者
に
つ
い
て
は
、
森
林
所
有
者
の
所
得
向
上
に

つ
な
が
る
よ
う
効
率
的
に
施
業
を
行
い
、
ま
た
持

続
的
に
林
業
経
営
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
者
を
考

え
て
お
り
、
規
模
の
大
小
は
問
わ
な
い
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
共
有
林
に
お
い
て
は
、
共
有
者
の

一
部
が
同
意
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
市
町
村

の
長
に
よ
る
勧
告
、
都
道
府
県
知
事
の
裁
定
等
、

一
定
の
手
続
を
経
て
市
町
村
が
経
営
管
理
を
行
う

た
め
に
必
要
な
権
利
を
取
得
で
き
る
仕
組
み
を
設

け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
法
案
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
国

会
審
議
に
お
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
法
案
が
成
立

し
た
暁
に
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
予
定
の
法
案

施
行
に
向
け
、
関
係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、

様
々
な
懸
念
を
払
拭
で
き
る
よ
う
に
運
用
面
の
制

度
設
計
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
施
主
体
が

市
町
村
と
は
い
え
、
国
、
県
が
し
っ
か
り
と
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
適
切
な
森
林
管
理
、
経
営
管

理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
最
後
、
水
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
水
産
業
の
振
興

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
四
月
に
新
た
な
水
産
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
産
業
と
し
て
の
生
産
性
向

上
と
所
得
の
増
大
、
水
産
資
源
と
そ
れ
を
育
む
漁

場
環
境
の
適
切
な
保
全
管
理
、
水
産
業
、
漁
村
の

持
つ
多
面
的
機
能
の
十
全
な
発
揮
を
基
本
方
針
と

し
て
、
水
産
関
係
者
の
理
解
と
協
力
を
得
つ
つ
鋭

意
取
り
組
ん
で
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本

年
は
、
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
に
お
い
て
水

産
政
策
の
改
革
の
具
体
的
な
内
容
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
る
重
要
な
年
で
す
。

今
の
と
こ
ろ
、
水
産
基
本
計
画
や
昨
年
末
の

活
力
創
造
プ
ラ
ン
に
盛
り
込
ま
れ
た
水
産
政
策
の

改
革
の
方
向
性
に
沿
っ
た
検
討
が
進
ん
で
い
る
も

の
と
伺
っ
て
お
り
、
農
政
改
革
の
と
き
の
よ
う
に
、

規
制
改
革
会
議
と
農
水
省
、
そ
し
て
与
党
と
の
間

で
考
え
方
に
そ
う
大
き
な
乖
離
は
な
い
と
推
察
し

て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
現
場
の
水
産
関
係
者
の
間

で
は
、
科
学
的
根
拠
や
現
場
の
意
見
等
を
十
分
に

踏
ま
え
な
い
過
度
な
資
源
管
理
を
強
制
さ
れ
は
し

な
い
か
、
あ
る
い
は
漁
業
権
の
免
許
取
得
の
手
続

や
行
使
に
関
し
て
、
漁
業
者
か
ら
の
信
頼
に
加
え
、

漁
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
維
持
や
地
域
振
興
の
重

要
な
受
皿
と
な
っ
て
い
る
漁
協
の
存
在
が
軽
視
さ

れ
は
し
な
い
か
、
ま
た
、
養
殖
業
な
ど
へ
の
企
業

参
入
に
当
た
り
、
魚
価
の
低
迷
に
繋
が
る
よ
う
な

安
易
な
参
入
が
促
進
さ
れ
は
し
な
い
か
、
は
た
ま

た
農
協
改
革
の
時
の
よ
う
に
漁
協
改
革
が
一
方
的

に
行
わ
れ
な
い
か
等
々
、
不
安
や
懸
念
の
声
も
少

な
か
ら
ず
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

規
制
改
革
会
議
で
本
年
夏
頃
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
る
予
定
の
水
産
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

現
場
の
こ
う
し
た
不
安
の
声
に
丁
寧
に
応
え
な
が

ら
決
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
水

産
庁
と
し
て
こ
う
し
た
不
安
の
声
に
ど
の
よ
う
に

対
応
さ
れ
て
い
く
の
か
お
伺
い
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
れ
は
長
官
に
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

最
後
、
締
め
と
し
ま
し
て
、
水
産
日
本
の
復
活
に

向
け
て
現
場
か
ら
の
要
請
が
強
い
漁
業
構
造
改
革

総
合
対
策
事
業
、
い
わ
ゆ
る
も
う
か
る
漁
業
や
漁

船
リ
ー
ス
、
省
エ
ネ
機
器
等
導
入
事
業
、
漁
港
整

備
等
の
水
産
基
盤
整
備
事
業
な
ど
の
予
算
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
万
全
の
体
制
で
必
要
額
を
確
保
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
大
臣
の
決
意
を
順
に
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

答
弁（
長
谷
水
産
庁
長
官
）

規
制
改
革
推
進
会
議
水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ

ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
昨
年
九
月
か
ら
会
合
が
開

催
さ
れ
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
議
論
が
行
わ
れ
て
き

た
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

水
産
政
策
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産

省
で
は
漁
業
関
係
団
体
等
の
御
意
見
を
伺
い
な
が

ら
検
討
を
進
め
、
昨
年
十
二
月
に
決
定
さ
れ
た
農

林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
に
、
先
生

も
御
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
水
産
政

策
の
改
革
の
方
向
性
と
い
う
こ
と
で
盛
り
込
ん
だ

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
の
水
産
政
策
が
水
産
資
源
の
適
切
な
管

理
と
水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
両
立
、
そ
し
て
漁

業
者
の
所
得
向
上
を
実
現
し
て
い
く
も
の
と
な
る

よ
う
、
さ
ら
に
日
々
現
場
の
御
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
検
討
を
深
め
、
本
年
夏
を
目
途
に
改
革
案

の
骨
格
を
取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

2018.04.14　「大山ナショナルパークセンター」オープン
記念式典（大山町）

答
弁（
齋
藤
農
林
水
産
大
臣
）

各
浜
が
持
つ
強
み
を
最
大
限
に
活
用
し
て
所

得
の
向
上
を
実
現
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
漁
業

経
営
の
持
続
力
、
収
益
力
向
上
に
向
け
た
意
欲
あ

る
漁
業
者
の
取
組
や
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

加
工
流
通
体
制
の
構
築
に
ま
で
目
を
配
り
な
が
ら
、

そ
れ
ら
の
働
き
を
積
極
的
に
支
援
を
し
て
漁
業
の

成
長
産
業
化
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
水
産
改
革

に
向
け
て
具
体
的
な
前
進
が
図
ら
れ
て
い
く
段
階

に
ご
ざ
い
ま
す
。
現
場
の
意
見
を
よ
く
伺
い
な
が

ら
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
は
万
全
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2018.04.15　宇倍神社「御幸祭」（鳥取市国府町）

質
問（
舞
立
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
臣
の
力
強

い
決
意
表
明
と
い
う
こ
と
で
、
引
き
続
き
、
補
正
、

当
初
予
算
共
に
万
全
の
確
保
、
必
要
額
の
確
保
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
谷
長
官
、
規
制
改
革
会
議
の
関
係
で
、
ま

だ
色
々
と
具
体
的
な
内
容
は
言
え
な
い
段
階
だ
と

は
思
い
ま
す
が
、
農
政
改
革
、
農
協
改
革
の
時
に

は
、
い
き
な
り
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
高
い

ボ
ー
ル
、
デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
と
か
が
投
げ
ら
れ
て
き

て
、
本
当
に
党
の
議
論
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
と
も
早
め
早
め
に
、
政

府
内
で
の
検
討
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
党
の
方
に
も

相
談
な
り
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
方
を
し
て
頂
き
な
が

ら
、
し
っ
か
り
と
水
産
日
本
の
復
活
、
浜
の
再
生

に
資
す
る
よ
う
な
、
私
ら
も
必
要
な
改
革
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
し
た
中
で
政
府
、
与
党
、
連
携
を
取
っ
て
進
め

さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
こ
は
十

分
御
留
意
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
時
間
も
参
り

ま
し
た
の
で
、
私
の
質
問
は
以
上
に
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2018.04.15　第40回日吉津村チューリップマラソン
（日吉津村）

参
議
院
本
会
議
（
代
表
質
問
）

平
成
30
年
６
月
８
日

　

◦
卸
売
市
場
法
及
び
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

質
問（
舞
立
）

自
由
民
主
党
の
舞
立
昇
治
で
す
。
私
は
、自
民・

公
明
を
代
表
し
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た

卸
売
市
場
法
及
び
食
品
流
通
構
造
改
善
促
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、
齋
藤
農
林

水
産
大
臣
に
質
問
し
ま
す
。

我
が
国
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
東
西
南
北
に
広

が
る
国
土
を
有
し
、
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
様
々

な
農
林
水
産
物
に
恵
ま
れ
た
国
で
す
。
ま
た
、
農

林
水
産
物
の
生
産
に
併
せ
て
様
々
な
加
工
製
造
業

も
発
展
し
、
私
た
ち
の
食
卓
は
多
種
多
品
目
の
野

菜
、
魚
介
類
、
食
肉
、
果
物
等
に
満
た
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
私
た
ち
の
豊
か
な
食
生
活
は
、

平
成
二
十
五
年
に
は
和
食
が
ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産

と
し
て
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
世
界
に
誇
る
べ
き
も

の
で
す
。

思
え
ば
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
食
文
化
は
ど
の

よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
ど
の
よ
う
に
支
え
ら
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
全
国
各
地
の
気
候
風
土
に

か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
野
菜
を
安
定
し
て
届
け

る
た
め
に
は
、
全
国
各
地
の
産
地
か
ら
切
れ
目
の

な
い
出
荷
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
産
地
リ
レ
ー

は
、
生
産
者
の
安
定
出
荷
の
努
力
を
基
礎
と
し
、

そ
の
出
荷
を
受
け
る
卸
売
市
場
が
適
切
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
か
ら
こ
そ
構
築
で
き
る
も
の
で

す
。
生
鮮
食
料
品
等
の
円
滑
か
つ
安
定
的
な
供
給

に
重
要
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
卸
売
市
場
等
の

重
要
性
は
論
を
ま
ち
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
現
在
、
食
品
流
通
は
大
き
く
変
化
し
、

こ
の
流
れ
は
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

私
は
、
我
が
国
の
豊
か
な
食
卓
を
支
え
る
食
品
流

通
を
今
後
と
も
維
持
発
展
さ
せ
る
立
場
か
ら
質
問

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
年
、
国
民
の
食
料
需
要
や
消
費
は
大
き
く

変
わ
り
、
生
鮮
食
料
品
の
消
費
の
縮
小
、
加
工
食

品
や
外
食
で
の
消
費
の
拡
大
、
直
売
所
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
と
い
っ
た
購
入
流
通
ル
ー
ト
の

多
様
化
等
、
卸
売
市
場
法
制
定
時
の
昭
和
四
十
年

代
と
比
較
し
、
食
品
流
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
変
化
を
受
け
て
、
平
成
二
十
八
年
十
月

六
日
、
規
制
改
革
推
進
会
議
農
業
ワ
ー
キ
ン
グ
・

グ
ル
ー
プ
等
が
、
生
産
者
が
有
利
な
条
件
で
安
定

取
引
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
流
通
、
加
工
の
業
界

構
造
の
確
立
に
関
し
て
提
言
を
行
い
ま
し
た
が
、

こ
の
中
の
卸
売
市
場
に
関
す
る
箇
所
、
特
に
、
卸

売
市
場
法
と
い
う
特
別
の
法
制
度
に
基
づ
く
時
代

遅
れ
の
規
制
は
廃
止
す
る
と
い
う
提
言
は
、
そ
の

後
、
全
国
の
市
場
関
係
者
の
不
安
や
懸
念
を
招
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
私
自
身
、
関
係
者
の
皆
様

か
ら
、
卸
売
市
場
を
廃
止
す
る
つ
も
り
な
の
か
、

実
態
と
乖
離
し
た
議
論
だ
、
市
場
流
通
が
弱
体
化

し
混
乱
が
生
じ
る
な
ど
、
多
く
の
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

自
民
・
公
明
は
、
こ
う
し
た
懸
念
や
厳
し
い

意
見
を
受
け
止
め
、
昨
年
秋
以
降
、
迅
速
に
議
論

を
開
始
し
、
卸
売
業
者
、
仲
卸
業
者
と
い
っ
た
市

場
関
係
者
の
ほ
か
、
卸
売
市
場
に
出
荷
す
る
生
産

者
、
卸
売
市
場
で
調
達
す
る
小
売
業
者
等
か
ら
も

直
接
御
意
見
を
伺
い
つ
つ
、
濃
密
な
検
討
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
時
代
の
変
化
に
伴
う
卸
売

市
場
制
度
の
見
直
し
の
必
要
性
は
否
定
し
な
い
も

の
の
、
卸
売
市
場
が
こ
れ
ま
で
果
た
し
て
き
た
役

割
、
機
能
が
今
後
も
一
層
発
揮
さ
れ
る
よ
う
な
改

革
を
す
べ
き
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
、
卸
売
市
場
に
対
す
る
現

状
認
識
と
、
今
回
の
卸
売
市
場
を
含
め
た
食
品
流

通
構
造
改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
答

弁
を
求
め
ま
す
。

大
正
の
米
騒
動
以
降
、
先
人
が
築
き
上
げ
て

き
た
卸
売
市
場
と
い
う
シ
ス
テ
ム
は
、
昭
和
四
十

年
代
の
物
価
高
騰
期
を
経
て
現
在
の
形
に
構
築
さ

れ
ま
し
た
。
現
行
法
で
は
、
卸
売
市
場
の
開
設
に

当
た
り
、
中
央
卸
売
市
場
で
は
農
林
水
産
大
臣
の

認
可
が
、
地
方
卸
売
市
場
で
は
都
道
府
県
知
事
の

許
可
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
で
あ
り
、
こ
の
許
認
可
が

な
け
れ
ば
開
設
が
認
め
ら
れ
な
い
、
言
わ
ば
原
則

禁
止
と
い
う
厳
格
な
規
制
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
法
案
で
は
、
卸
売
市
場
を
開
設
す
る
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こ
と
自
体
は
自
由
に
し
つ
つ
、
そ
の
卸
売
市
場
が
、

様
々
な
流
通
ル
ー
ト
が
あ
る
中
で
公
平
な
取
引
の

場
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
農
林
水
産
大
臣
と
知

事
が
認
定
す
る
仕
組
み
、
い
わ
ゆ
る
認
定
制
へ
と

見
直
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
原
則
禁
止
か
ら
原
則
自

由
へ
と
大
き
な
制
度
変
更
が
な
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
多
く
の
関
係
者
は
、
許
認
可
と
認
定
の
違
い

を
始
め
何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

そ
こ
で
、
今
回
、
な
ぜ
許
認
可
制
か
ら
認
定

制
に
見
直
す
の
か
、
そ
の
違
い
や
政
策
的
な
狙
い

と
併
せ
、
明
快
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

中
央
卸
売
市
場
の
開
設
に
つ
い
て
も
、
様
々

な
臆
測
が
不
安
を
招
い
て
い
ま
す
。

現
状
で
は
、
中
央
卸
売
市
場
の
開
設
者
は
、
国

に
よ
る
卸
売
市
場
の
計
画
的
な
整
備
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
都
道
府
県
と
人
口
二
十
万
人
以
上
の

市
と
い
っ
た
地
方
公
共
団
体
に
限
定
さ
れ
、
地
方

公
共
団
体
の
下
で
、
集
荷
、
分
荷
、
価
格
形
成
、

代
金
決
済
等
の
卸
売
市
場
の
調
整
機
能
が
発
揮
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
回
の
法
案
で
は
、
誰
が
中
央
卸

売
市
場
を
開
設
す
る
か
自
体
は
自
由
と
し
て
、
開

設
者
の
要
件
と
は
別
に
、
公
正
な
取
引
の
場
と
し

て
必
要
な
要
件
を
審
査
し
、
農
林
水
産
大
臣
が
認

定
の
判
断
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
開
設
者
は
誰
で
も
い
い

こ
と
と
な
る
の
で
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
国
の
補

助
金
や
地
方
財
政
措
置
が
縮
減
さ
れ
、
地
方
公
共

団
体
が
市
場
か
ら
手
を
引
い
て
い
く
の
で
は
な
い

か
、
ま
た
、
大
規
模
な
商
業
資
本
や
外
国
資
本
が

新
た
に
市
場
開
設
者
と
し
て
参
入
し
、
自
分
達
に

有
利
な
取
引
を
行
う
場
と
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
い
っ
た
不
安
の
声
も
未
だ
多
く
あ
り
ま
す
。

与
党
に
お
い
て
も
、
そ
う
し
た
不
安
に
十
分

配
慮
し
た
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
、

今
回
、
地
方
公
共
団
体
以
外
で
も
中
央
卸
売
市
場

を
開
設
で
き
る
こ
と
と
し
た
理
由
や
、
国
の
補
助

金
を
含
め
今
後
の
地
方
公
共
団
体
へ
の
財
政
措
置

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
を
伺
う
と
と
も
に
、
仮

に
民
間
企
業
が
中
央
卸
売
市
場
を
開
設
し
た
と
し

て
も
、
卸
売
市
場
に
お
け
る
公
正
な
取
引
や
市
場

の
公
共
性
は
十
分
維
持
で
き
る
点
に
つ
い
て
、
現

場
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
よ
う
明
快
な
答
弁
を
求

め
ま
す
。

2018.04.15　因州若桜さくら祭り（若桜町）

私
の
ふ
る
さ
と
鳥
取
県
に
は
、
境
港
と
い
う

一
大
水
産
漁
港
が
あ
り
ま
す
。
水
産
物
を
水
揚
げ

す
る
い
わ
ゆ
る
産
地
市
場
は
、
都
道
府
県
知
事
の

許
可
を
得
て
、
地
方
卸
売
市
場
と
し
て
日
々
取
引

が
行
わ
れ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
地
方
卸
売
市
場
で
は
、
現
状
で
も

取
引
上
の
規
制
が
比
較
的
緩
や
か
な
こ
と
も
あ
り
、

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
様
々
な
取
引
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在
の
中
央
卸
売
市
場
で
は
、

卸
売
業
者
が
自
ら
買
い
占
め
て
大
規
模
な
価
格
操

作
を
行
う
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
卸
売
業
者
に

よ
る
自
己
買
い
付
け
を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
地

方
卸
売
市
場
で
は
、
自
己
買
い
付
け
を
禁
止
す
る

か
ど
う
か
は
各
卸
売
市
場
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
卸
売
市
場
の
卸
売
業

者
で
も
あ
る
漁
業
協
同
組
合
が
、
水
揚
げ
の
あ
っ

た
水
産
物
を
自
己
買
い
付
け
し
、
う
ろ
こ
や
内
蔵

除
去
等
の
一
次
加
工
を
施
し
た
上
で
量
販
店
に
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
浜
の
取
り
分
を
増
や
す
、
つ

ま
り
所
得
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
法
案
で
は
、
差
別
的
取
扱
い
や
受
託

許
否
の
禁
止
な
ど
、
必
要
不
可
欠
な
規
制
は
残
し

つ
つ
、
自
己
買
い
付
け
の
禁
止
や
第
三
者
販
売
の

原
則
禁
止
な
ど
の
取
引
ル
ー
ル
は
卸
売
市
場
ご
と

に
判
断
し
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
取
組
を
助
長

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

創
意
工
夫
が
想
定
さ
れ
、
出
荷
者
、
消
費
者
、
市

場
関
係
者
に
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
、

地
方
創
生
の
推
進
に
も
資
す
る
こ
と
と
併
せ
、
関

係
者
が
期
待
を
持
て
る
よ
う
な
答
弁
を
求
め
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
卸
売
市
場
を
含
む
食
品
流

通
構
造
の
改
革
に
関
わ
っ
て
き
た
者
の
一
人
と
し

て
、
一
点
要
望
し
ま
す
。

今
回
の
改
革
は
、
消
費
者
の
需
要
の
変
化
、
流

通
ル
ー
ト
の
多
様
化
な
ど
、
卸
売
市
場
制
度
の
構

築
当
時
か
ら
の
時
代
の
変
化
や
今
後
の
将
来
予
測

な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
必
要
な
も
の
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
長
年
、
卸
売
市
場
に
出
荷
し
、
早
朝
か

ら
働
い
て
新
鮮
な
食
品
を
調
達
し
て
き
た
関
係
者

の
皆
様
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
変
革
で
も
あ

り
ま
す
。

政
府
に
は
、
こ
の
改
革
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
最
大
限
の
努
力
を
払
い
、
開
設
者
を
始
め
、

卸
売
業
者
や
仲
卸
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
出
荷
者
や

八
百
屋
、
魚
屋
と
い
っ
た
小
売
業
者
な
ど
、
で
き

る
限
り
多
く
の
方
々
の
理
解
を
得
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

特
に
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
は
、
今
回
の
見

直
し
に
よ
り
開
設
者
の
責
任
と
権
限
が
大
き
く
な

る
中
で
、
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
不

安
も
い
ま
だ
多
く
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
点
に
細
心
の
注
意
と
努
力
を
払
い
、
適
切
か

つ
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
度
の
見
直
し
に
よ
り
、
卸
売
市
場
が
活

き
活
き
と
一
層
活
力
に
満
ち
た
取
引
の
場
と
な
り
、

全
国
各
地
で
生
活
す
る
方
々
に
少
し
で
も
元
気
が
、

そ
し
て
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
し
て
、
代
表
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。2018.04.21　「女星塾とっとり」開講式（鳥取市）

答
弁（
齋
藤
農
林
水
産
大
臣
）

舞
立
議
員
の
御
質
問
に
お
答
え
を
い
た
し
ま

す
。
卸
売
市
場
に
対
す
る
認
識
と
食
品
流
通
構
造

改
革
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が

あ
り
ま
し
た
。

卸
売
市
場
に
つ
い
て
は
、
生
産
者
か
ら
農
水

産
物
を
集
め
て
小
売
店
等
に
小
分
け
し
て
供
給
し
、

代
金
を
早
期
に
決
済
す
る
な
ど
の
機
能
を
果
た
し

て
お
り
、
今
後
も
食
品
流
通
の
核
と
し
て
堅
持
す

べ
き
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

食
品
流
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年
、
生
鮮

品
の
需
要
が
減
少
を
し
、
加
工
食
品
や
外
食
の
需

要
が
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
価
格
面
の
み
な
ら
ず

品
質
や
衛
生
面
な
ど
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

た
め
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
食
品
を
供
給
す
る
環
境
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
や
品
質
・
衛
生
管
理

の
強
化
等
を
進
め
、
生
産
者
の
所
得
向
上
と
消
費

者
ニ
ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
を
促
進
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

許
認
可
制
と
認
定
制
の
違
い
や
、
認
定
制
へ

見
直
す
理
由
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

2018.04.29　舞立昇治岩美町後援会発足式

現
行
の
卸
売
市
場
法
で
は
、
農
林
水
産
大
臣

や
都
道
府
県
知
事
の
許
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、

卸
売
市
場
の
開
設
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

他
方
、
本
法
案
で
は
、
卸
売
市
場
の
開
設
は

許
認
可
を
受
け
な
く
と
も
行
い
得
る
こ
と
と
し
つ

つ
、
生
鮮
品
の
公
正
な
取
引
の
場
と
し
て
一
定
の

要
件
を
満
た
す
卸
売
市
場
を
農
林
水
産
大
臣
等
が

認
定
を
し
、
そ
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
現
行
法
で
は
、
卸
売
市
場
の
運
営
等

の
細
部
に
わ
た
り
国
が
一
律
に
規
制
を
課
し
て
お

り
ま
す
が
、
本
法
案
に
よ
り
認
定
制
に
見
直
す
こ

と
に
よ
り
ま
し
て
、
公
正
な
取
引
の
場
と
し
て
の

要
件
は
確
保
し
た
上
で
、
創
意
工
夫
の
発
揮
な
ど

に
よ
る
卸
売
市
場
の
活
性
化
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
中
央
卸
売
市
場
の
開
設

と
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
財
政
支
援
措
置
、
民
設

市
場
の
公
共
性
の
確
保
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
が
ご

ざ
い
ま
し
た
。

本
法
案
で
は
、
開
設
者
が
、
卸
売
業
者
等
に

対
し
、
公
正
な
取
引
の
場
と
し
て
必
要
な
取
引

ル
ー
ル
を
遵
守
さ
せ
、
厳
格
な
監
督
を
行
う
場
合

に
限
っ
て
認
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
た
め
、
中

央
卸
売
市
場
の
開
設
者
に
つ
い
て
も
、
特
に
地
方

公
共
団
体
に
限
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

卸
売
市
場
の
施
設
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認

定
を
受
け
た
卸
売
市
場
に
対
し
て
、
予
算
措
置
と

し
て
補
助
率
三
分
の
一
以
内
で
助
成
す
る
と
と
も

に
、
中
央
卸
売
市
場
が
食
品
等
流
通
合
理
化
計
画

の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
は
、
法
律
補
助
と
し
て

補
助
率
十
分
の
四
以
内
で
助
成
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
ほ
か
、
地
方
財
政
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
民
設
の
中
央
卸
売
市
場
に
お
い
て
も
、

開
設
者
が
卸
売
業
者
等
に
対
す
る
指
導
、
検
査
、

監
督
を
怠
っ
た
り
、
特
定
の
出
荷
者
や
買
受
人
を

差
別
的
に
取
り
扱
う
場
合
に
、
農
林
水
産
大
臣
が

是
正
命
令
を
発
出
し
、
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
に

は
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、
公
共
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

2018.04.29　賀露神社春まつり「ホーエンヤまつり」（鳥取市）

取
引
ル
ー
ル
の
柔
軟
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
の
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

本
法
案
で
は
、
卸
売
市
場
ご
と
の
実
態
に
合

わ
せ
て
取
引
ル
ー
ル
を
柔
軟
に
設
定
で
き
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
豊
漁
等
の
場
合
に
、
卸
売
業
者
が

自
ら
買
い
付
け
、
加
工
業
者
や
小
売
業
者
等
に
販

売
す
る
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
漁
業
者
は
出
荷
し

た
水
産
物
を
全
て
売
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
加
工
や
小
分
け
を
志
向
す
る
消
費
者
の

ニ
ー
ズ
に
一
層
応
え
ら
れ
る
ほ
か
、
市
場
取
引
で

あ
り
な
が
ら
物
流
は
直
送
す
る
と
い
う
こ
と
に
よ

り
ま
し
て
、
出
荷
者
の
物
流
コ
ス
ト
を
削
減
す
る

と
と
も
に
、
食
品
の
鮮
度
を
保
っ
て
消
費
者
ま
で

届
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
地
域
産
業
の
活
性
化
等
、
地
方
創
生
に
も
資

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2018.04.30　ピンクＳＬフェスタ（若桜町）

参
議
院
政
治
倫
理
の

確
立
及
び
選
挙
制
度
に

関
す
る
特
別
委
員
会

平
成
30
年
６
月
13
日

　
◦
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の

審
査
（
議
員
立
法
の
提
出
者
と
し
て
答
弁
）

質
問（
こ
や
り
隆
史
自
民
党
議
員
）

自
民
党
の
こ
や
り
隆
史
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
は
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
自
民
党
・
こ
こ
ろ
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
時
間
短

い
で
す
の
で
、
早
速
質
問
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

先
ほ
ど
、
趣
旨
に
つ
い
て
御
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
今
般
の
改
正
法
案
で
は
、
参
議
院
選
挙
区
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選
挙
の
政
見
放
送
に
つ
き
ま
し
て
、
持
込
み
ビ
デ

オ
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
と
い

う
御
説
明
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
背
景
、
目
的

に
つ
き
ま
し
て
、
い
ま
一
度
詳
し
く
御
説
明
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2018.04.30　石浦関化粧廻し披露パーティー（鳥取市）

答
弁（
舞
立
）

現
行
制
度
上
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
の
政
見

放
送
に
つ
き
ま
し
て
は
、
候
補
者
が
放
送
事
業
者

の
ス
タ
ジ
オ
に
出
向
い
て
録
画
す
る
方
式
で
あ
る

ス
タ
ジ
オ
録
画
方
式
に
限
ら
れ
て
お
り
、
候
補
者

が
自
ら
録
画
す
る
方
式
で
あ
る
持
込
み
ビ
デ
オ
方

式
に
よ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
以
外
の
選
挙
に

お
き
ま
し
て
は
、
政
見
放
送
に
、
現
在
、
手
話
通

訳
か
字
幕
の
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
は
付
与
で
き

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま

す
と
、
衆
議
院
小
選
挙
区
選
挙
で
は
持
込
み
ビ
デ

オ
方
式
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
持
込
み
ビ
デ

オ
に
手
話
通
訳
や
字
幕
の
付
与
が
可
能
と
な
っ
て

お
り
、
ま
た
、
衆
議
院
比
例
代
表
選
挙
や
都
道
府

県
知
事
選
挙
で
は
手
話
通
訳
の
付
与
が
認
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
で
は
手
話

通
訳
に
加
え
て
字
幕
の
付
与
も
認
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
、
現
在
、
参
議
院
選
挙

区
選
挙
に
お
き
ま
し
て
は
、
手
話
通
訳
者
が
少
な

い
地
域
が
あ
る
こ
と
や
字
幕
を
付
与
す
る
設
備
、

技
術
的
な
対
応
に
つ
い
て
困
難
が
あ
る
等
の
理
由

か
ら
、
手
話
、
字
幕
の
ど
ち
ら
も
付
与
で
き
て
い

な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
、
喫
緊
の
課
題
と
い
た
し
ま

し
て
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
に
お
い
て
持
込
み
ビ

デ
オ
方
式
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
政
見
放
送
に

手
話
通
訳
や
字
幕
を
付
与
で
き
る
よ
う
に
し
て
、

障
害
の
あ
る
方
で
す
と
か
聴
力
が
弱
く
な
っ
て
お

ら
れ
る
高
齢
者
の
方
な
ど
、
で
き
る
限
り
多
く
の

国
民
の
皆
様
に
候
補
者
の
政
見
が
よ
り
効
果
的
に

伝
わ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
回
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
の
政
見
放
送
に

つ
い
て
持
込
み
ビ
デ
オ
方
式
を
導
入
す
る
た
め
の

改
正
を
行
わ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
問（
こ
や
り
議
員
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
参
議
院
選
挙
区

選
挙
の
み
字
幕
も
あ
る
い
は
手
話
通
訳
も
付
け
ら

れ
な
い
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
て
、
一
人
で
も
多

く
の
有
権
者
に
政
策
を
届
け
る
と
い
う
観
点
か
ら

喫
緊
の
措
置
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

他
方
で
、
持
込
み
ビ
デ
オ
方
式
は
ス
タ
ジ
オ

録
画
方
式
に
比
べ
て
自
由
度
が
高
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
と
も
す
れ
ば
品
位
を
欠
い
た
り
あ
る
い
は

不
適
切
な
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
、
そ
う
い
っ
た

懸
念
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
観
点
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
防
止
す

る
た
め
に
、
今
回
の
法
改
正
に
お
き
ま
し
て
ど
の

よ
う
な
防
止
措
置
を
と
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
御
説
明
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2018.05.03　三朝温泉花湯まつり（三朝町）

答
弁（
舞
立
）

先
生
御
指
摘
の
と
お
り
、
持
込
み
ビ
デ
オ
方

式
は
、
ス
タ
ジ
オ
録
画
方
式
と
比
べ
て
自
由
度
が

高
く
、
候
補
者
が
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
国
民
に

よ
り
効
果
的
に
政
策
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
反

面
、
品
位
を
欠
く
ビ
デ
オ
が
持
ち
込
ま
れ
る
懸
念

が
あ
り
、
品
位
を
欠
く
ビ
デ
オ
の
放
送
を
い
か
に

防
ぐ
か
と
い
う
点
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
に
重
要

な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
行
制
度
上
、
品
位
を
欠
く
ビ
デ
オ
を
持
ち

込
ま
れ
た
と
し
て
も
、
放
送
事
業
者
は
こ
れ
を
そ

の
ま
ま
放
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ

て
い
る
た
め
、
品
位
を
欠
く
ビ
デ
オ
を
持
ち
込
む

こ
と
が
考
え
に
く
い
一
定
の
者
に
限
っ
て
持
込
み

を
認
め
る
こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
点
、
衆
議
院
の
小
選
挙
区
選
挙
に
お
き
ま
し

て
は
、
従
来
か
ら
候
補
者
届
出
政
党
に
限
っ
て
政

見
放
送
が
認
め
ら
れ
、
品
位
を
損
な
う
よ
う
な
こ

と
は
考
え
に
く
い
こ
と
も
理
由
と
し
て
持
込
み
ビ

デ
オ
方
式
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
実
績
に

照
ら
す
と
す
れ
ば
、
参
議
院
選
挙
区
選
挙
に
お
き

ま
し
て
も
、
同
様
の
要
件
を
満
た
す
政
党
の
所
属

候
補
者
や
推
薦
候
補
者
で
あ
れ
ば
政
見
放
送
の
品

位
を
損
な
う
よ
う
な
こ
と
は
考
え
に
く
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
今
回
の

改
正
で
は
、
所
属
国
会
議
員
が
五
人
以
上
又
は
直

近
の
総
選
挙
若
し
く
は
通
常
選
挙
に
お
き
ま
す
得

票
率
が
二
％
以
上
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す

確
認
団
体
又
は
推
薦
団
体
の
所
属
候
補
者
又
は
推

薦
候
補
者
に
限
り
ビ
デ
オ
の
持
込
み
を
認
め
る
こ

と
と
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

2018.05.03　日吉神社神幸行事「よいとまかせ」行列
（米子市淀江町）

2018.06.23　第８回　中部発！食のみや
こフェスティバル（倉吉市）

2018.05.19　グラウンド・ゴルフ国際大
会YURIHAMA2018（湯梨浜町）

2018.05.27　第63回鳥取県植樹祭
（大山町）

2018.06.23　協同組合和田浜工業団地
講演会にて講演（米子市）

2018.05.27　平成30年度美保基
地航空祭（境港市）

2018.06.10　中海・宍道湖一斉清掃
（米子市）

2018.06.09　自民党青年部・青年局全
国一斉街頭行動
（鳥取市・湯梨浜町・米子市）

2018.05.19　税理士による赤沢・舞立
後援会合同定期大会（米子市）

2018.06.08　大田市場にて鳥取すいか
セレモニー（東京）

2018.06.17　第31回北栄町すいか・な
がいも健康マラソン大会（北栄町）

2018.05.12　自民党第一選挙
区支部街頭演説会（鳥取市）

山
陰
の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
!

〜日々の活動状況の続き〜

2018.06.24　自衛官候補生課程修了式
（米子市）
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2018.07.14　水木しげるロードリニュー
アルオープン記念式典（境港市）

2018.07.28　第45回米子がいな祭オー
プニングセレモニー（米子市）

2018.08.19　北栄砂丘まつり（北栄町）

2018.07.14　第38回全日本トライア
スロン皆生大会開会式（米子市）

2018.08.04　大山自然歴史館リニューア
ルオープン記念式典（大山町）

2018.08.14　第54回鳥取しゃんしゃん
祭り（鳥取市）

2018.08.06　鳥取県原爆死没者追悼・
平和祈念式典（鳥取市）

2018.07.22　水郷祭（湯梨浜町）

2018.08.05　第10回隼駅まつり（八頭町）

2018.08.17　江尾十七夜（江府町）

2018.08.15　第47回淀江町盆踊り花火大
会開会式（米子市淀江町）

2018.06.30　「鳥取和牛宣伝販売会」褒
章授与式（大山町）

2018.08.24　全国清掃事業連合会中国
四国ブロック協議会　第11回通常総会・
鳥取地区研修会（鳥取市）

2018.08.28　平成30年度　大田市場
での二十世紀梨セレモニー（東京）

2018.09.29　茶道裏千家淡交会
第51回山陰地区大会懇親会（倉吉市）

2018.10.21　第35回境港水産まつり
（境港市）

2018.10.27　とっとり琴浦熱中小学校
「第１期入学式」（琴浦町）

2018.10.12　鳥取県警備業協会法人
化30周年記念式典（鳥取市）

2018.10.13　食のみやこ鳥取県「いなば
農産物フェスタ」（鳥取市）

2018.10.18　自民党島根県連「支部長・
幹事長・事務局長・県議会議員合同会議」
（松江市）

2018.09.22　第68回鳥取県母子寡婦
福祉研修大会（倉吉市）

2018.10.13　中国ブロック青少年国際
交流を考える集いin鳥取県（米子市）

2018.10.21　第２回鳥取中部福興祭
（倉吉市）

2018.10.20　食のみやこ鳥取県「第５回農
と食のフェスタinせいぶ」（米子市）

2018.08.25　第21回「五月田かんがえ
地蔵まつり」（智頭町）

2018.09.07～20　自民党総裁選
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まいたち昇治事務所

▲まいたち昇治公式 HP

鳥　取　〒680-0832 鳥取市弥生町222 TEL：0857-21-5320／FAX：0857-21-5323
倉　吉　〒682-0022 倉吉市上井町1丁目129 TEL：0858-24-5028／FAX：0858-24-5128
米　子　〒683-0067 米子市東町177東町ビル TEL：0859-37-5016／FAX：0859-33-5716

まいたち昇治

インターネットで審議中継動画がご覧頂けます

①まずは 検索農林水産 webtv
②『参議院インターネット審議中継』というサイトへとびます。
③会議名や発言者からの検索がありますので観たい審議

中継の絞り込みができます。
※動画の視聴はwindowsのみとなっております。

下記をクリック願います（インターネット未利用で必要な方はご連絡下さい）！
http://www.sangiin.go.jp/japanese/joho1/kousei/gian/196/gian.htm

第196回通常国会
で成立した法律の概要

（平成30年1月22日）　　　  ～7月22日

参議院議員　舞
まい

 立
たち

 昇
しょう

 治
じ

　プロフィール  〈平成30年10月現在〉

検索第196回通常国会で成立した法律の概要

１９７５年8月13日生まれ（４３歳）
鳥取県西伯郡日吉津村出身、妻と子供3人の5人家族
父は島根県江津市出身、
母は鳥取県日野郡日野町出身
日吉津小学校卒業、箕蚊屋中学校卒業
鳥取県立米子東高等学校卒業
東京大学経済学部卒業

職　　歴
１９９９年　４月　自治省（現・総務省）入省
１９９９年　８月　福岡県庁地方課
２００１年　４月　厚生労働省介護保険課
２００３年　４月　総務省市町村税課
２００４年　７月　総務省大臣官房企画課
２００５年　４月　山口県下関市財政部長
２００７年　７月　新潟県地域政策課長兼雪対策室長
２００９年　４月　同財政課長
２０１１年　４月　総務省秘書課兼消防庁総務課　課長補佐
２０１１年　５月　消防庁消防・救急課　課長補佐
２０１２年　４月　総務省公営企業課兼準公営企業室　課長補佐
２０１３年　２月　総務省退職
２０１３年　７月　第23回参議院選挙　鳥取県選挙区にて初当選
２０１８年	１０月　内閣府大臣政務官

自由民主党で所属した主な部会等
青年局（次長）、農林水産関係団体委員会（副委員長）、水産部
会（副部会長・部会長代理）、選挙制度調査会（事務局次長）、豪
雪対策特別委員会、農林部会（副部会長）、参議院自由民主党
国会対策委員会（副委員長）、水産総合調査会（副会長）、党・政
治制度改革実行本部（幹事）、憲法改正推進本部（幹事）　等

参議院で所属した主な委員会等
農林水産委員会（理事・筆頭理事）、決算委員会、災害対
策特別委員会、国民生活のためのデフレ脱却及び財政
再建に関する調査会（理事）、議院運営委員会、行政監視
委員会、予算委員会、政治倫理の確立及び選挙制度に
関する特別委員会、参議院環太平洋パートナーシップ
協定等に関する特別委員会、憲法審査会（幹事）　等

座右の銘
「為せば成る。為さねば成ら
ぬ何事も。成らぬは人の為さ
ぬなりけり。」

趣　　味
スポーツ（サッカー、ラグビー
など）、映画鑑賞（アクション、
感動、実話シリーズなど）


